
研究活動 

 
 1.研究内容と成果発表状況 
  ◎ 研究活動の状況(研究課題) 
  ◎ 研究活動の状況(研究成果)   
                   (1993 年１月-1996 年６月,印刷中を含む｡) 
 
 2.共同研究,受託研究等の実施状況 
  ◎ 国内外･学内の共同研究,受託研究の実施状況 
                   (1993～1996 年) 
   
 
 3.研究費の状況 
          (科学研究費捕助金の採択状況,学外からの資金導入状況等) 
 
 4.学会活動 
    ◎ 学会の役員､委員等 
    ◎ 学会誌の編集委員等 
    ◎ 学会の主催(国内･国外)  
                  (1993～1996 年) 
   
 ５.学会賞等の受賞状況 



Ⅲ 研究活動 

1  研究内容と成果発表状況 
 10 基礎医学講座 (解剖学第 1 ， 解剖学第 2 ， 生理学第 1 ， 生理学第 2 ， 生化学， 
分子病態学， 薬理学， 病理学第 1 ， 病理学第 2 ， 微生物学)， 4 社会医学講座(衛生
学， 公衆衛生学， 法医学， 寄生虫学)， 18 臨床医学講座 (内科学第 1 ， 内科学第 2 ， 
内科学第 3 ， 外科学第 1 ， 外科学第 2 ， 産科産婦人科学， 整形外科学， 脳神経外科
学， 眼科学， 耳鼻咽喉科学， 皮膚科学， 泌尿器科学， 神経精神医学， 小児科学， 放
射線医学， 麻酔・蘇生学， 臨床検査医学， 口腔外科学)， 反射研究施設， 嫌気性菌実験
施設， 動物実験施設及び薬剤部， 中央放射線部， 輸血部， 救急部などで活発な研究がな
されている｡ 
 各講座， 研究施設等の主な研究内容については， 次表のとおりである｡ 
  
(１) 各講座・研究施設等の主な研究内容(平成 8 年 7 月現在) 
  
基礎医学講座 
解剖学第 1 
1．Ca 代謝関連ホルモンに関する電子顕微鏡的研究 
2．重力環境が動物に及ぼす影響についての形態学的研究 
3. ヒトの血管系についての解剖学的研究 
 
解剖学第 2 
1． 感覚情報処理機構の形態学的解析 
2． 小脳・前庭系神経路の形態学的解析 
3． 小脳の生後発達の形態学的解析 
4． 神経情報伝達機構の形態・生理・薬理学的解析 
 
生理学第 1 ， 
1． 循環生理：血圧調節系のシステム解析， 各臓器の血流調節， 各種生理活性物質血行動
態および自律神経系への影響， 体液恒常性維持機構， NaCl の代謝機構， 腸管における
吸収排泄に対する自律神経性調節 
2． 病態生理：塩感受性高血圧の発症機序， 肝硬変時の体液恒常性維持機構の破綻機序， 
循環ショック時の自律神経系異常 
3． 神経生理， 神経薬理：神経伝達物質， 特に低酸素のカテコールアミン遊離機構に対す
る影響， 一酸化窒素の神経伝達物質遊離機構に対する影響， これらの条件が細胞内カルシ
ウム調節機構をはじめとするセカンドメッセンジャー機構や受容体等に及ぼす影響 



 
生理学第 2 ， 
1． 血漿アルブミン分子の構造と機構及び病態に関する研究 
2． 蛋白質一般の高次構造形成過程の物理化学的研究 
3． 核磁気共鳴測定法による生体内における水の存在状態に関する研究 
4． Magnetic Resonance Imaging における新しい撮像法開発の研究 
 
生化学， 
1． 生体膜脂質の物性並びに情報変換機構 
2． 細胞増殖・分化・癌化と膜脂質代謝応答 
3． 炎症・アレルギー・免疫関連細胞の機能発現機構と病態 
4． カルシウム動態の分子機構 
5． 病原性真菌細胞の分子生物学・生化学的研究 
 
分子病態学， 
1． 染色体分配に関与する遺伝子 aik の機能解析 
2． GTP 結合蛋白質の構造と機能 
3． TGF－β により誘導される遺伝子 TSC－22 の機能解析 
4． 新規ヒトユビキチン結合酵素遺伝子の機能解析 
 
薬理学， 
1． 病態動物の作成とその循環調節機構の解明 
2． 臨床薬効評価と Therapeutic Drug Monitoring (TDM) 
3． 抗血栓薬及び血管肥厚抑制薬の薬効評価 
4． 骨吸収因子の作用メカニズムの解明 
5． 白血球機能とそれに及ぼす薬物の影響 
 
病理学第 1 ， 
1． 消化器癌発生機構に関する実験病理学的研究 
2． 癌の発生予防， 発生要因検出のための病理学的研究 
3． 悪性腫瘍及び前駆病変診断の細胞病理学的研究 
 
病理学第 2 ， 
1． リンパ増殖性疾患の分化抗原， DNA の解析 
2． 悪性リンパ腫の組織発生の研究 
3． 自己免疫疾患発症機序の細胞遺伝学的研究 



4． 腫瘍の免疫学的， 分子生物学的診断 
5． 分子生物学的手法による腫瘍治療の実験的研究 
6． ヒト腫瘍抗原の分子生物学的解析 
 
微生物学 
1．細菌分類と微生物の系統発生に関する研究 
2．感染症の分子診断学 
3. 食細胞内で増殖する微生物の分子遺伝学 
 
  
 
社会医学講座 
衛生学 
1． 老人性痴呆に関する疫学的・社会病理学的研究 
2． 振動障害・騒音性難聴に関する職業保健的研究 
3． 農業労働による負担と生理的反応とくに腰痛に関する研究 
4． 小児成人病に関する研究 
5． 不慮の事故に関する疫学的研究 
 
公衆衛生学， 
1． 食習慣を中心としたライフスタイルと癌発生に関する疫学的研究 
2． 日系米人の癌発生パターンとその背景因子に関する疫学的研究 
3． 地域・職場における精神保健ならびに健康教育に関する研究 
4． 日本人の健康観， 医療行動， 地域医療システムに関する研究 
 
法医学， 
1． 肺を中心とする in situ 観察と各死因の法医病理学的研究 
2． ショック時早期に諸臓器に発生する形態学的変化の研究 
3． S I D S における肺での換気障害の形態学的変化の研究 
4． 薬物代謝酵素の法医学， 組織化学的研究 
5． DNA 多型に関する法医学的研究 
 
寄生虫学 
1． 宿主－寄生体相互関係の細胞生物学的研究 
2． 免疫・DNA 診断法の開発 
3． 感染防御免疫・ワクチン開発の基礎研究 



4． 環境生物とアレルギー 
 
臨床医学講座 
内科学第 1 ， 
1． 急性・慢性肝不全の病態と治療に関する研究 
2． 肝壊死と再生の病態連繋とその制御機構に関する研究 
3． ビタミン A 類緑化合物による癌の化学予防と分化誘導療法に関する研究 
 
内科学第 2 ， 
1． 狭心症・心筋梗塞の発症のメカニズムと治療 
2． 心筋症の発症のメカニズムと治療 
3． 成人の川崎病の治療 
4． 肺動静脈系に関する実験的・臨床的研究 
 
内科学第 3 ， 
1． 各種下垂体疾患の診断・治療に関する研究 
 a． クッシング病の病態と治療に関する研究 
 b． 下垂体疾患と自己免疫機序との関連についての研究 
2． 高血圧症への内分泌学的アプローチ 
3． ステロイドホルモンの生合成， 作用機序に関する分子生物学的研究 
4． 糖尿病と他の内分泌疾患との関連についての研究 
5． インスリン作用機序・低抗性機序の研究 
6． 糖尿病性神経症， 血管障害の診断・成因に対する MRI によるアプローチ 
7． 抗甲状腺ホルモン自己抗体と甲状腺疾患の関連についての研究 
 
外科学第 1 ， 
1． 心臓・血管・呼吸器及び消化器外科学の臨床研究 
2． 消化器及び胸部悪性腫瘍等の外科腫瘍学的研究 
3． 臓器保存・移植免疫等の臓器移植の研究 
4． 補助心臓等の人工臓器の研究 
5． 外科的血栓止血学的研究 
 
外科学第 2 ， 
1． 内因性 LAK, CTL 誘導法の開発と受動免疫療法 
2． RT－PCR 法を用いた各種癌関連遺伝子発現誘導能の研究 
3． 遊離肝細胞脾内移植による肝補助法の開発と人工肝の開発 



4． 血行性転移の機序と周手術期の影響の研究 
5． 核 DNA， AGNORs， P53， nm23， CerbB 2， APC 遺伝子の解析と癌悪性度の研
究 
6． DDS を用いた targeting cancer clemotherapy の開発 
7． CEA キットと癌性腹膜炎の早期診断法の開発 
 
産科産婦人科学， 
1． 婦人科腫瘍のオンコジーンと性ステロイドの関連の研究 
2． 性ステロイドと増殖因子の分子生物学的研究 
3． 膜レセプターの応答と婦人科腫瘍 
4． 細菌フローラと婦人科病変に関する研究 
5． エストロゲンによる婦人科腫瘍発生・発育に関係する機構 
6． 抗菌， 抗癌化学療法 
7． 内分泌療法 
8． 漢方 
 
整形外科学， 
1． 健常者・運動障害例の動作分析並びに脊柱・関節バイオメカニクスに関する研究 
2． 同種骨・軟骨・人工材料による関節置換に関する基礎的・臨床的研究 
3． 骨の細胞動態機能並びに骨量減少防止に関する基礎的・疫学的研究 
4． 悪性骨軟部腫瘍の治療に関する研究 
5． 関節リュウマチの病態に関する免疫学的・生化学的研究 
6． 骨関節感染症に関する研究 
7． 末梢神経損傷に関する研究 
8． 各種薬剤の長期投与による骨・軟骨代謝への影響 
 
脳神経外科学， 
1． 悪性脳腫瘍の治療に関する研究 
2． 脳血管攣縮の成因， 病態及び治療に関する研究 
3． 脳虚血と脳保護に関する研究 
4． Photodynamic therapy による悪性腫瘍治療に関する研究 
5． ウイリス動脈輪閉塞症の成因並びに脳循環動態に関する研究 
6． 新しい画像解析法の臨床応用 
 
眼科学， 
1． 緑内障性視神経障害の病態生理に関する研究 



2． 緑内障手術における代謝桔抗剤の応用に関する研究 
3． 眼内血液循環に関する生理学的及び形態学的研究 
4． 各種レーザーの眼内組織に及ぼす影響に関する形態学的研究 
5． 眼底疾患への画像解析法の応用による新しい治療法の開発 
 
耳鼻咽喉科学， 
1． めまい・平衡障害の基礎的・臨床的研究 
2． 平衡訓練に関する研究 
3． 平衡機能の発達と加齢変化に関する研究 
4． 宇宙における錯覚・失認対策法に関する研究 
5． 耳鼻咽喉科疾患の免疫反応における細胞応答についての研究 
6． 耳鼻咽喉科腫瘍に関する基礎的・臨床的研究 
7． 耳鼻咽喉科感染症に関する基礎的・臨床的研究 
 
皮膚科学， 
1． 自己免疫性水泡症の発症機序とシグナル伝達 
2． 先天性表皮水泡症の分子生物学的研究 
3． 表皮細胞の細胞骨格と細胞接着の正常と異常 
4． 表皮細胞の角化制御と細胞内情報伝達機構 
5． 強皮症線維芽細胞の細胞内情報伝達機構の生化学的研究 
6． 乾癬培養ケラチノサイト及び線維芽細胞の相互作用についての実験的研究 
7． 皮膚悪性上皮性腫瘍及び間葉系腫瘍の起源細胞についての免疫組織学的及び免疫細胞
学的研究 
8． 皮膚真菌症と病原性真菌の電顕と生化学的研究 
 
泌尿器科学， 
1． 尿路感染症の基礎的・臨床的研究 
2． 性行為感染症の診断法の改良に関する研究 
3． 尿路・性器腫瘍における腫瘍マーカーの確立に関する研究 
4． 尿路・性器腫瘍の化学療法に関する基礎的・臨床的研究 
5． 腎不全治療における臨床的研究 
 
神経精神医学， 
1． 精神分裂病， 躁うつ病， 非定型精神病の精神病理学的研究 
2． 登校拒否， 摂食障害， 自閉症など児童・青年期の精神医学的諸問題に関する研究 
3． 老年期の精神障害に関する研究 



4． 心身症及びリエゾン精神医学に関する研究 
5． アルコール・薬物関連障害並びに精神保健に関する研究 
 
小児科学， 
1． 先天性免疫不全症の病因病態に関する遺伝子学的研究 
2． アレルギー疾患発症に関する免疫学的， 遺伝子学的研究 
3． 遺伝性ムコ多糖症の遺伝子レベルでの研究 
4． ペルオキシソーム病の遺伝子レベルでの研究 
5． 有機酸代謝異常症の遺伝子レベルでの研究 
 
放射線医学， 
1． 消化管悪性腫瘍の X 線診断及び前臨床期癌の効率的集団検診法の開発 
2． 早期肺癌の X 線診断及び肺がん集団検診法の開発 
3． 画像診断法 (X 線， RI， HR， CT， US， MRI) による早期肝癌の診断法の開発 
4． Interventional Radiology の臨床応用 
5． 難治性癌に対する放射線治療を主体とした集団的治療法の開発 
6． 核医学による脳機能測定， 悪性腫瘍の診断 
 
麻酔・蘇生学， 
1． 麻酔・ストレス中の呼吸・循環反射に関する臨床的研究 
2． 脳・脊髄循環に対する麻酔及び関連薬に関する研究 
3． 麻酔・疼痛のシグナル伝達とその制御機構に関する神経化学的研究 
4． 新しい心肺・脳蘇生法の開発に関する研究 
5． 心臓機能モニターの開発 
 
臨床検査医学， 
1． 血清リポ蛋白 (a)の生理的及び病態的意義について 
2． 血清リポ蛋白及びアポ蛋白代謝について 
3． 癌の免疫組織化学的研究 
4． 臨床化学検査の測定法について 
5． トリプトファン代謝と脳神経系との関連性について 
 
口腔外科学 
1． 骨代謝に関する研究 
2． 顎関節症の発症原因に関する研究 
3． 骨肉腫における化骨機転に関する研究 



4． 炎症性骨吸収に関する研究 
5． 腫瘍による間接的骨吸収について 
 
救急部 
1． 救急疾患に関する臨床的研究 
2． 大動脈瘤発生および破裂に関する研究 
3． 急性動脈閉塞症に関する基礎的・臨床的研究 
 
薬剤部， 
1． 医療品製剤の薬剤学的評価 
2． 院内特殊製剤の開発とその臨床応用 
3． 薬物の生体内動態 
4． 薬物相互作用 
 
施設 
反射研究施設， 
1． 前庭・自律神経反射に対する無重力模擬実験， 特に脳循環を中心とする宇宙生理学 
2． 前庭・姿勢・動眼反射の大脳・中枢性機序の研究 
3． 髄意運動の高次運動領による調節機序の解明 
4． 左右大脳皮質の強調機構の生理的・薬理的研究 
5． 定常磁場の神経活動に対する作用の解明 
 
嫌気性菌実験施設， 
1． 嫌気性菌と固有細胞叢 
2． 嫌気性菌の潜在的病原性 
3． 嫌気性菌感染症の細菌学・診断法 
4． 抗嫌気性菌作用のある化学療法薬 
5． 嫌気性菌による院内感染 
 
動物実験施設， 
1． 発癌， 特に消化器系臓器の発癌の研究 
2． 発癌過程におけるギャップ結合， 細胞間連絡の役割に関する研究 
3． 肝細胞初代培養を用いた， 癌原物質， 変異原物質のスクリーニング 
4． 発癌の化学予防の研究 
5． 抗酸化物質の検索とその発癌修飾作用の研究 



研究活動の状況(研究課題･研究成果) 

(1993 年１月-1996 年６月,印刷中を含む｡) 

 
基礎医学 
解剖学第一教室  解剖学第二教室   生理学第一教室  生理学第二教室  生化学教室 
 
分子病態学教室  薬理学教室     病理学第一教室  病理学第二教室  微生物学教室  
 
社会医学 
衛生学教室    公衆衛生学教室   法医学教室    寄生虫学教室 
 
臨床医学 
内科学第一 教室 内科学第二教室  内科学第三教室  外科学第一教室 外科学第二教室 
 
産婦人科学教室 整形外科学教室  脳神経外科学教室 眼科学教室  
 
耳鼻咽喉科学教室 皮膚科学教室  泌尿器科学教室  神経精神医学教室 小児科学教室  
 
放射線医学教室  麻酔・蘇生医学教室 臨床検査医学教室 口腔外科学教室 
 
医学部附属施設 
反射研究施設   嫌気性菌実験施設  動物実験施設 
 
附属病院 
輸血部  薬剤部 



解剖学第一講座 

  
著書 (和文) 
正村静子：上皮小体， 電子顕微鏡でみるミクロの世界 ～生物編～， 日本電子顕微鏡学会
編， 東京， 学際企画， 1995. 174-175 分担執筆 
  
総説 (和文) 
正村静子， 江村正一， 磯野日出夫：上皮小体の形態と機能． 解剖学雑誌 68, 5-29 (1993) 
  
江村正一， 正村静子， 磯野日出夫：上皮小体―分泌調節因子としての血清 Ca と自律神
経． (連載講座－新しい観点からみた器官) 生体の科学 44, 146-152 (1993) 
  
正村静子， 早川大輔：上皮小体の血管構築． 細胞 27, 1-5 (1995) 
  
原著 (和文) 
高橋啓一， 松永隆信， 青木隆明， 佐藤克平， 磯野日出夫， 正村静子：ヒト骨盤におけ
る髄内血行の観察 (第 1 報)． Hip Joint 19, 398-401 (1993) 
  
横井達夫， 青木隆明， 糸数万正， 松永隆信， 正村静子：解剖標本による腕橈関節および
橈骨頭骨梁構造の観察． 日本肘関節研究会雑誌 1, 37-38 (1994) 
  
江村正一， 内海倫也， 早川大輔， 玉田 章， 山平トモ， 寺沢岸子， 正村静子， 磯野
日出夫：ゴールデン・ハムスター上皮小体の実質細胞における空胞様小体に関する研究－幼
弱期のカルシウム投与による空胞様小体の消長－． 日本臨床電子顕微鏡学会誌 27, 77-84 
(1994) 
  
高橋啓一， 松永隆信， 青木隆明， 佐藤克平， 磯野日出夫， 正村静子：ヒト骨盤におけ
る髄内血行の観察 (第 2 報)． Hip Joint 20, 137-142 (1994) 
  
玉田 章， 早川大輔， 山平トモ， 寺沢岸子， 江村正一， 磯野日出夫， 正村静子：ウズ
ラ上皮小体の電顕的研究 ―孵卵 15日―． 岐大医短紀要 1, 1-8 (1994) 
  
江村正一， 早川大輔， 玉田 章， 寺沢岸子， 山平トモ， 寺沢岸子， 磯野日出夫， 正
村静子：遺伝性蓄積性疾患における直腸粘膜の骨髄移植による影響． 岐大医短紀要 1, 9-15 
(1994) 



  
江村正一， 早川大輔， 陳 華岳， 玉田 章， 磯野日出夫， 正村静子：ムコ多糖症の形
質細胞に見られた線維状構造物の微細構造． 岐大医短紀要 2, 39-43 (1995) 
  
原著 (欧文・国内) 
Utsumi M, Emura S, Hayakawa D, Yamahira T, Terasawa K, Tamada A, Isono H, Shoumura 
S: Ultrastructure of the parathyroid gland of magnesium-treated golden hamster exposed to a 
hypergravity environment: A stereological study. Okajimas Folia Anat Jpn 70, 209-218 (1993) 
  
Utsumi M, Nose T, Tsurumi K, Shoumura S, Ohno N: The effect of ultraviolet b irradiation 
treatments on the ultrastructure of the golden hamster parathyroid gland. Photomedicine and 
Photobiology 16, 41-44 (1994) 
  
原著 (欧文・国外) 
Oda H, Arakawa M, Kambara K, Nakahara K, Segawa T, Ando F, Kawada T, Hirakawa S, 
Shoumura S, Isono H: Ultrastructural substrates for increased lung water content in 
experimental pulmonary edema. Histol Histopath 8, 73-82 (1993) 
  
Emura S, Utsumi M, Hayakawa D, Yamahira T, Terasawa K, Tamada A, Arakawa M, Kawada 
T, Isono H, Shoumura S: Effects of prostaglandin E2 on the ultrastructure of the golden 
hamster parathyroid gland. Histol Histopath 9, 269-273 (1994) 
  
Emura S, Hayakawa D, Yamahira T, Terasawa K, Tamada A, Arakawa M, Isono H, Shoumura 
S: Effects of progesterone on the ultrastructure of the golden hamster parathyroid gland. 
Histol Histopath 10, 907-911 (1995) 
  
Itokazu M, Takahashi K, Matsunaga T, Hayakawa D, Emura S, Isono H, Shoumura S: A study 
of the arterial supply of the human acetabulum using a corrosion casting method. 
Clinical Anatomy in press 



解剖学第二講座 

  
著書 (和文) 
長崎幸雄：脳の発生過程にもとづいた身体運動の生後発達－特に小脳皮質との関連性－, 情
報系体育科教育研究の系譜, 坂本和丈 松岡重信編, 東京,新体育社, 1994. 147-162 
  
長崎幸雄：選手とコーチのためのスポーツ医科学用語集， 岐阜県体育協会スポーツ医科学
委員会編, 岐阜,岐阜県体育協会, 1995. 
  
総説 (和文) 
伊藤和夫：機能からみた解剖・生理 視る (解剖学的). Brain Nursing 9, 41-45 (1993) 
  
長崎幸雄, 小野塚実：身体運動の生後発達と小脳皮質との関連性. 教育医学 38, 276-282 
(1993) 
  
小野塚実, 渡邊和子, 長崎幸雄, 小園知, 山本 哲：一般社会におけるてんかんの正しい認
識. 教育医学 41, 185-194 (1995) 
  
渡邊和子, 長崎幸雄, 小園 知, 山本 哲, 小野塚実：学習・記憶のメカニズム－最近の動向
－. 教育医学 41, 180-184 (1995) 
  
長崎幸雄, 渡邊和子, 小園 知, 山本 哲, 小野塚実：身体運動の加齢変化に関連する神経
機構について. 教育医学 41, 268-272 (1996) 
  
  
原著 (和文) 
西山勝弘, 坂口和子, 小野塚実, 坂口 洋：E. Coli 由来のポリシアル酸化合物のエレクトロ
スプレー分析への応用. 日本医用マススペクトル学会誌 20, 97-100 (1995)   
  
小野塚実, 渡邊和子：神経電位とミクロ電極の作製. クロマトグラフィー 17, 98-101 (1996) 
  
西山勝弘, 坂口 洋, 坂口和子, 小野塚実, 川瀬俊夫, 斉藤 滋: HPLC-ESI/MS システムを
用いたポリシアル酸の分析. クロマトグラフィー 17, 158-159 (1996) 
  
小園 知, 林 弘之, 山本 哲, 長崎幸雄, 渡邊和子, 小野塚実, 原田 寧, 浜島浩史, 平野



修助：母体性高フェニールアラニン血症の脳組織における髄鞘形成. 必須アミノ酸研究会誌, 
印刷中 (1996) 
  
原著 (欧文・国内) 
Watanabe K, Onozuka M: Glutamate-induced membrane hyperpolarization in Euhadra 
neurons: Involvement of protein phosphorylation. Cell Struct Funct 18, 629 (1993) 
  
Matsunami K, Kawashima T, Ueki S, Fujita M and Konishi T: Topography of commissural 
fibers in the corpus callosum of the cat: a study using WGA-HRP method. Neurosci Res 20, 
137-148 (1994) 
  
Yamamoto A, Ozono S, Onozuka M, Omori K, Tashiro Y, Fukami Y: Immunocytochemical 
localization of Na, K-ATPase in rat muscle spindles. Cell Struct Funct 19, 179-187 (1994) 
  
Onozuka, M, Imai S, Watanabe K, Ozono S: An albumin-like 70K glycoprotein found in 
cobalt-induced epileptic focus of rat cerebrum (I). Cell Struct Funct 19, 531 (1994) 
  
Watanabe K, Imai S, Ozono S, Onozuka, M: An albumin-like 70K glycoprotein found in 
cobalt-induced epileptic focus of rat cerebrum (II). Cell Struct Funct 19, 531 (1994) 
  
Ozono S, Sato K, Ito Y, Kubota N, Hayashi H, Kato H, Onozuka M: Immunohistochemical 
localization of estrogen receptors in the submandibular gland tumors of female rats. Cell 
Struct Funct 19, 35-340 (1994) 
  
Nagasaki S, Ozono S, Watanabe K, Yamamoto T, Onozuka M: An age-related changes in the 
cerebellar cortical thickness of the altrical animals: a possible linkage to the determination of 
training time of human physical movements. J Edu Health Sci 41, 235-241 (1995) 
  
Seto-Ohshima A, Karasawa N, Nagatsu I, Uchida K, Isobe T, Imai S, Ozono S, Onozuka, M: 
Nuclear localization of P70-like protein in neurons of the superior colliculus and substantia 
nigra of the gerbil. Acta Histochem Cytochem 28, 461-463 (1995) 
  
原著 (欧文・国外) 
Funase K, Watanabe K, Onozuka M: Augmentation of bursting pacemaker activity by 
serotonin in an identified Achatina neuron: An increase in sodium and calcium-activated 
negative slope resistance via cyclic AMP-dependent protein phosphorylation. J Exp Biol 175, 



33-44 (1993) 
  
Yamamoto T, Sakada S, Ozono S, Onozuka M, Fukami Y: A novel stretch receptors in the jaw 
of the rat. Brain Res 607, 261-269 (1993) 
  
Onozuka M, Watanabe K, Imai S, Nagasaki S, Yamamoto T: Lidocaine suppresses the sodium 
current in Euhadra neurons which is mediated by cAMP-dependent protein phosphorylation. 
Brain Res 628, 335-339 (1993) 
  
Ogawa-Meguro R, Shigemoto R, Itoh K, Konishi A, Mizuno N: Immunohistochemical 
localization of substance p receptor in the superior colliculus - a light and electron microscope 
study in the rat. Neurosci Lett 166, 135-138 (1994) 
  
Jotwani G, Itoh K, Wadhwa S: Immunohistochemical localization of tyrosine hydroxylase, 
substance P, neuropeptide-Y and leucine-enkephalin in developing human retinal amacrine 
cells. Dev Brain Res 77, 285-289 (1994) 
  
Onozuka M, Watanabe K, Nagata K, Imai S: Involvement of a Ca2＋/calmodulin-dependent 
protein kinase II-associated mechanism in the induction of an outward potassium current by 
quisqualate. Brain Res 650, 336-340 (1994) 
  
Watanabe K, Onozuka M: Glutamate elicits an outward K＋ current which is normally 
suppressed by a Ca2＋/calmodulin-dependent protein kinase II. Brain Res 654, 352-356 
(1994) 
  
Ozono S, Sato K, Ito Y, Kubota N, Hayashi H, Kato H, Yamamoto T, Watanabe K, Onozuka 
M: Immunohistochemical evidence that tumor elicits the synthesis of estrogen receptors in 
the submandibular gland of female rats. Experientia 51, 220-222 (1995) 
  
Onozuka M, Imai S, Isobe T, Yen C.-T, Watanabe K: Purification and characterization of a 
novel 70 kDa protein associated with seizure activities. Neurochem Res 20, 901-905 (1995) 
  
Nagasaki S, Ozono S, Kawamura K, Yamamoto T, Watanabe K Onozuka M: Regional 
differences in the age-related reduction of the cerebellar cortical thickness in senescence-
accelerated mice. Med Sci Res 23, 425-427 (1995) 
  



Yamamoto T, Ozono S, Watanabe K, Nagasaki S, Onozuka M: Maturation of static sensitivity 
is related to expansion of the capsular space in rat buccal stretch receptors. Neurosci Lett 199, 
61-64 (1995) 
  
Yamamoto T, Ozono S, Onozuka M: Structural and functional development of the buccal 
stretch receptor of the rat. In: Brain and Oral Functions: Oral Motor Function and 
Dysfunction. Morimoto T, Matsuya T, Takada K, ed, Amsterdam, Elsevier, 1995. 381-384, 
1995 
Onozuka M, Watanabe K, Nagasaki S, Nishiyama K: Dotarizine, a newly produced 
diphenylpiperazine derivative calcium channel blocker, inhibits [3H]spiperone binding to 
striatal dopamine receptors. Med Sci Res 24, 57-59 (1996) 
  
Onozuka M, Watanabe K, Nagasaki S, Ozono S, Yamamoto T, Hayashi H, Karasawa N, 
Nagatsu I: Involvement of dotarizine in nigrostriatal dopamine system of adult and aged rats: 
biochemical and immunohistochemical analysis. Biogenic Amines 12, 69-82 (1996) 
  
Onozuka M, Watanabe K: Suppression by calmodulin of glutamate-induced potassium 
current in identified snail neurons. Neurosci Lett 204, 105-108 (1996) 
  
Onozuka M, Watanabe K, Nagasaki S, Yamamoto T, Nishiyama K. Ozono S: Evidence that a 
new diphenylpiperazine derivative, dotarizine, has no effect on nigrostriatal dopamine 
content in rats. Med Sci Res 24, 113-115 (1996) 
  
Onozuka M, Watanabe K: Intracellularly applied anti-P70 antibody blocks the induction of 
abnormal membrane properties by pentylenetetrazole in identified Euhadra neurons. Brain 
Res, in press (1996) 
  
Yamamoto T, Ozono S, Watanabe K, Nagasaki S, Onozuka M: Structural and functional 
maturation of the buccal stretch receptor of the rat. Exp Brain Res, in press (1996) 
  
その他 
山脇恭二， 古田善伯， 今井 一， 長崎幸雄， 小林和典， 山本浩貴， 杉浦春雄：岐阜県
国体強化指定選手における等速性筋力の 3 年間の推移. 92 年岐阜スポーツ医学報告書， 
113-147 (1993) 
  
古田善伯， 山脇恭二， 今井 一， 長崎幸雄， 山本浩貴， 小林和典， 杉浦春雄：岐阜県



国体強化選手の等速筋力の評価法の検討. 92 年岐阜スポーツ医科学報告書， 276-282 
(1993) 
  
小野塚実, 出浦滋之, 藤田雅文, 長崎幸雄：てんかんけいれんに関する研究：特にてんかん
ラット大脳皮質において特異的に出現する 70K 水溶性蛋白の生理・生化学. 金原一郎記念
医学医療振興財団助成金研究報告集 1, 15-16 (1995) 
  
長崎幸雄, 小園 知, 渡邊和子, 山本 哲, 小野塚実：SAM 小脳における系統発生学的に異
なる部位の皮質層の生後発達. 第 12 回老化促進モデルマウス (SAM) 研究協議会抄録集, 
19-20 (1996) 



生理学第一講座 

  
著書 (欧文) 
Takeuchi H, Santos DE, Liu GJ, Araki Y, Zhang W, Emaduddin M, Kakitsuba N: 
Identifications in the ganglia and neurotransmitters of giant neurones of an African giant snail 
(Achatina fulica Ferussac). Proceeding of Malacological Society of the Philippines, 1993. 62-
84 
  
Takeuchi H, Liu GJ, Kim KH, Santos DE, Emaduddin M, Zhang W, Araki Y: Neuroexcitatory 
tetrapeptide having a D-phenylalanine residue, achatin-I, isolated from the ganglia an African 
giant snail (Achatina fulica Ferussac). "Environment and Physiology", (ed Mallick BN). New 
Delhi, India, 1994. 41-53 
  
Takeuchi H, Emaduddin M, Araki Y, Zhang W, Han XY, Salunga TL, Wong SM: Further 
study on the effects of achatin-I, an Achatina endogenous neuroexcitatory tetrapeptide having 
a D-phenylalanine residue, on Achatina neurones. Acta Biologica Hungarica, 1995. Vol 46, 
395-400 
  
総説 (和文) 
森田啓之, 細見 弘：交感神経活動の調節機構と心臓血管中枢. Cardiac Practice 4, 257-261 
(1993) 
  
渡邊和子, 長崎幸雄, 小園 知, 山本 哲, 小野塚実：学習・記憶のメカニズム. 教育医学 
41(2), 180-184 (1995) 
  
小野塚実, 渡邊和子, 長崎幸雄, 小園 知, 林 弘之, 山本 哲：一般社会におけるてんかん
の正しい認識. 教育医学 41(2), 185-194 (1995) 
  
森田啓之：体液恒常性維持にみられる予測制御機構. 循環器科 39, 314-320 (1996) 
  
長崎幸雄, 渡邊和子, 小園 知, 山本 哲, 小野塚実：身体運動の加齢変化に関連する神経機
構について. 教育医学 41(3), 268-272 (1996) 
  
総説 (欧文・国内) 
Morita H, Matsuda T, Tanaka K, Hosomi M: Role of hepatic receptors in controlling body 



fluid homeostasis. Jpn J Physiol 45, 355-368 (1995) 
  
総説 (欧文・国外) 
Morita H, Matsuda T, Ohyama H, Hagiike M, Horiba T, Miyake K, Yamanouchi H, Hosomi 
H: Role of the liver in regulating of extracellular NaCl homeostasis, 7th. 
Symposium on Salt Vol Ⅱ, 299-304 (1993) 
  
Hosomi H, Morita H: Hepatorenal and hepatointestinal reflexes in sodium homeostasis, News 
in Physiological Science 11, 103-107 (1996) 
  
原著 (和文) 
村上 宏, 武田智博, 田中 聰, 香川広司, 森田啓之, 細見 弘：腸管内圧上昇時の空腸吸収
に及ぼす自律神経の影響. 自律神経 30, 546-550 (1993) 
  
寺澤総介, 李 憲, 近藤直美, 折居忠夫：乳幼児期の急性散発性非 A 非 B 型肝炎例の 
HCV 関連各種抗体よりみた C 型肝炎ウイルスの関与についての検討. 日本小児栄養消化
器病学会雑誌 7, 198-205 (1993) 
  
劉 国君, ディヴィナ・E・サントス, ムハンマド・エマドゥディン, 荒木陽子, 竹内 宏：
Achatin-I の神経修飾作用. 神経化学 32(1), 254-255 (1993)  
  
ディヴィナ・E・サントス, 劉 国君, 張 唯, 荒木陽子, 竹内 宏：Triprolidine の Achatin-
I に対する拮抗作用. 神経化学 32(1), 458-459 (1993)  
  
李 憲, 竹内 宏：培養ウシ副腎クロム親和細胞からの一酸化窒素刺激によるカテコールア
ミン遊離. 神経化学 33, 508-509 (1994) 
  
張 唯, 荒木陽子, ツキジデス・L・サルンガ, 竹内 宏：Achatina fulica 巨大神経細胞に対
する L－グルタミン酸関連物質の作用. 神経化学 33(1), 650-651 (1994)  
  
小野塚実, 渡邊和子：神経電位とミクロ電極の作成. クロマトグラフィ－ 17, 88-90 (1996) 
  
長崎幸雄, 小園 知, 渡邊和子, 山本 哲, 小野塚実：SAM 小脳における系統発生学的に異
なる部位の皮膚層の生後発達. 老化促進モデルマウス (SAM) 研究協議会抄録集， 19-20 
(1996) 
  



小園 知, 林 弘之， 山本 哲, 長崎幸雄, 渡邊和子, 小野塚実, 原田 寧, 浜島浩史, 平野
修助：母体性高フェニールアラニン血症の脳組織における髄鞘形成. 必須アミノ酸研究会誌， 
印刷中 (1996) 
  
原著 (欧文・国内) 
Chowdhury MRK, Uemura N, Nishida Y, Morita H, Hosomi H: Effects of endothelins on fluid 
and NaCl absorption across the jejunum in anesthetized dogs. Jpn J Physiol 43, 709-726 
(1993) 
  
Miwa S, Lee K, Narumiya S: Pharmacological properties of nicotinic acetylcholine receptors 
on adrenal chromaffin cells and their modification by hypoxic exposure. Jpn J 
Psychopharmacol 13, 119-128 (1993) 
  
Watanabe K, Onozuka M: Glutamate-induced membrane hyperpolarization in Euhadra 
neurons: Involvement of protein phosphorylation. Cell Struct Funct 18, 629 (1993) 
  
Onozuka M, Imai S, Watanabe K, Ozono S: An albmumin-like 70K glycoprotein found in 
cobalt-induced epileptic focus of rat cerebrum (I). Cell Struct Funct 19, 531 (1994) 
  
Watanabe K, Imai S, Ozono S, Onozuka M: An albmumin-like 70K glycoprotein found in 
cobalt-induced epileptic focus of rat cerebrum (II). Cell Struct Funct 19, 531 (1994) 
  
Nagamachi K, Shitara K, Yamashita Y, Morita H, Nishida Y, Maeta H, Tanaka S, Hosomi H: 
Role of endogenous opioids and central opioid receptors in cerebral cortical blood flow 
autoregulation. Jpn J Physiol 45, 137-149 (1995) 
  
Nagasaki S, Ozono S, Watanabe K, Yamamoto T, Onozuka M: An age-related changes in 
cerebellar cortical thickness of the altrical animals: a possible linkage to the determination of 
training time of human physical movements. J Edu Health Sci 41, 235-241 (1995) 
  
原著 (欧文・国外) 
Morita H, Matsuda T, Furuya F, Khanchowdhury MR, Hosomi H: Hepatorenal reflex plays 
an important role in natriuresis after high NaCl food intake in conscious dogs. Circulation Res 
72, 552-559 (1993) 
  
Fujiki N, Kawada T, Uemura N, Nishida Y, Morita H, Hosomi H: Sulfite suppresses 



transducer function of the carotid sinus baroreceptor. J Autonomic Nervous System 43, 139-
150 (1993) 
  
Lee K, Sekine A: Effects of hypoxia on the stimulus-release coupling mechanisms in cultured 
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土井偉誉：高齢者の胃癌検診の評価とその効率向上に関する研究． 厚生省がん研究助成金
による高齢者の胃がん検診の評価とその効率向上に関する研究． 平成 5 年度研究報告． 
岐阜， 岐阜大学医学部放射線医学教室， 1994. 7-16 
  
山崎秀男， 土井偉誉， 田村浩一， 有末太郎， 菅原伸之， 池田 卓， 藤井 彰， 山田
達哉， 石川 勉， 井上修一， 福本四郎， 池田 敏， 中馬康男， 草野 健， 浜畑昌代， 
松尾雅司：集検発見高齢者胃がんの予後に関する多施設共同研究． 厚生省がん研究助成金
による高齢者の胃がん検診の評価とその効率向上に関する研究． 平成 5 年度研究報告． 
岐阜， 岐阜大学医学部放射線医学教室， 1994. 31-41 
  
菅原伸之， 平沢頼久， 池田 卓， 土井偉誉， 後藤裕夫， 井上修一， 竹内義員， 草野 
健， 須古博信：高齢者の間接 X 線診断能に関する prospective study． 厚生省がん研究助
成金による高齢者の胃がん検診の評価とその効率向上に関する研究． 平成 5 年度研究報
告， 岐阜， 岐阜大学医学部放射線医学教室， 1994. 65-69 
  
土井偉誉， 後藤裕夫， 中野 哲， 山瀬裕彦：間接 X 線 7 枚法の撮影体位別技術評価． 
厚生省がん研究助成金による高齢者の胃がん検診の評価とその効率向上に関する研究． 平
成 4 年度研究報告． 岐阜， 岐阜大学医学部放射線医学教室， 1994. 79-82 
  
飯沼 武， 舘野之男， 後藤裕夫， 土井偉誉：胃集団検診における間接 X 線撮影における
間接 X 線読影の検討－読影医の個人差の費用効果面からの解析－． 厚生省がん研究助成
金による高齢者の胃がん検診の評価とその効率向上に関する研究． 平成 4 年度研究報告． 
岐阜， 岐阜大学医学部放射線医学教室， 1994. 99-105 



麻酔・蘇生学講座 

  
著書 (和文) 
土肥修司：麻酔と蘇生 －高度医療時代の患者サーヴィス， 中公新書， 中央公論社， 1993. 
1122 
  
土肥修司：臨床中毒 (最新内科学大系 76)， 井村裕夫, 高久史麿, 尾形悦郎, 垂井清一郎編
集， 1993. 覚醒剤麻薬 130， 覚醒剤中毒, シンナー中毒 130-134， 麻薬中毒 134-139 
  
土肥修司：TEXT 麻酔・蘇生学， 内藤裕史, 土肥修司編集， 南山堂出版， 土肥修司：最
新麻酔科学 (上)， 改訂第 2 版， 稲田 豊, 藤田昌雄, 山本 亨編集， 克誠堂出版， §3. 
脳循環・代謝と脊髄循環， 1995. 227-240 
  
土肥修司：クリティカルケア・マニュアル 集中治療管理指針， 窪田達也, 勝屋弘忠, 丸川
征四郎, 篠崎正博編集， 秀潤社出版， X. 心肺脳蘇生法と脳死． 1995. 心肺蘇生法 456-
458， 溺水の蘇生法 461-462 
  
土肥修司：麻酔ニューマニュアル， 高折益彦, 弓削孟文編集， 金原出版， 1995. 2. 局所
麻酔 (サイドメモ) 19-46， 4. 産科麻酔 350-355， 熱傷患者の麻酔 355-357 
  
赤松 繁：翻訳；MGH 麻酔の手引き， 第 3版， 稲田 豊, 稲田英一監訳， メディカル・
サイエンス・インターナショナル， 1995. 19. 周術期の循環管理 279-292， 20. 腹部手術
の麻酔 307-324 
  
総説  (和文) 
土肥修司：輸液・輸血路確保の実際． 産婦人科治療 5， 610-618 (1993) 
  
土肥修司：局所麻酔薬の局所作用と全身作用． 医学のあゆみ 167， 113-117 (1993) 
  
赤松 繁, 土肥修司：経食道心エコー図法． 集中治療 5， 133-145 (1993) 
  
太田宗一郎, 土肥修司：悪性腫瘍による疼痛とその除痛． 外科 55， 1573-1575 (1993) 
  
土肥修司：救急医療と脳蘇生． 岐阜医会誌 6， 51-57 (1993) 
  



土肥修司：局所麻酔に関連した医療過誤の現状． 医学のあゆみ 168， 267-269 (1994) 
  
土肥修司, 橋本友紀：心肺・脳蘇生 －血液循環とそのモニタリング－． 呼吸 13(6)， 542-
551 (1994) 
  
飯田宏樹, 土肥修司：流量計の原理と問題点． 医科機械学 64(10)， 473-479 (1994) 
  
土肥修司：頭蓋内圧 (脳圧) 亢進時の麻酔管理． 麻酔 43(増刊号)， S77-S85 (1994) 
  
土肥修司, 濱屋吉拡：腎臓と自律神経反射． Anesthesia Today 13(4)， 22-31 (1994) 
  
土肥修司：頭蓋内圧亢進と麻酔 －クッシングの時代からの課題－． 日本医事新報 3686， 
3-9 (1994) 
 
土肥修司, 浅野斗志男：脊髄におけるα2-アドレナリン受容体の鎮痛機構． 医学のあゆみ 
173 (8)， 691-695 (1995) 
  
土肥修司：バランス麻酔の過去 －NLA 出現以前－． 麻酔 44(増)， 141-143 (1995) 
  
西川俊昭, 土肥修司：麻酔前投薬クロニジンのコツと留意点， Pitfalls ＆ Knack， 臨床麻
酔のコツと落とし穴 Part 1， 36-37 (1996) 
  
土肥修司：局所麻酔薬にアドレナリン添加の是非， Pitfalls ＆ Knack， 臨床麻酔のコツと
落とし穴 Part 1， 36-37 (1996) 
  
飯田宏樹, 土肥修司：ケタミン使用のコツと留意点， Pitfalls ＆ Knack， 臨床麻酔のコツ
と落とし穴 Part 1， 36-37 (1996) 
  
総説 (欧文・国外) 
Nishikawa T, Dohi S: Errors in the measurement of cardiac output by thermodilution. Can. J. 
Anaesth 40， 142-153 (1993) 
  
原著 (和文) 
松宮直樹, 遠藤拓男, 永沼利博, 石沢由美子：帯状疱疹患者の受信時期と予後． ペインクリ
ニック 14， 83-86 (1993) 
  



石沢由美子, 土肥修司：術中・術後の肺血栓梗塞症． 麻酔 42， 417-422 (1993) 
  
花岡一雄, 並木昭義, 古賀義久, 土肥修司, 弓削孟文, 西山友貴：麻酔導入時におけるミダゾ
ラムおよびバルビツレートの併用による臨床的有用性． 日本臨床麻酔学会誌 13， 49-54 
(1993) 
  
太田宗一郎, 鈴木 照, 原田知和, 竹中元康, 下中浩之, 土肥修司：病的鎖骨骨折：まれな術
中合併症． 日本臨床麻酔学会誌 13， 104-107 (1993) 
  
西垣和彦, 荒川迪生, 赤松 繁, 寺澤悦司, 土肥修司, 加川憲作, 三輪啓志, 伊藤義巳, 平川
千里：経食道ドプラ心エコー図法による左房機能の解析． 日本臨床生理学会誌 23， 195-
202 (1993) 
  
石山忠彦, 土肥修司, 赤松 繁, 下中浩之：脳血管のデキサメデトミジンに対する反応性の
検討． 脳循環代謝 4， 120 (1993) 
  
西垣和彦, 荒川迪生, 赤松 繁, 寺澤悦司, 土肥修司, 加川憲作, 三輪啓志, 伊藤義巳, 野田
俊之, 平川千里：肺静脈血流速波形から推測するヒト左房機能． 岐大医紀 41， 72-79 
(1993) 
  
田辺久美子， 石山忠彦， 鈴木 照， 太田宗一郎， 下中浩之， 土肥修司：脳動脈瘤術後
に高 CK 血症を呈した 1 症例． 麻酔 43， 119-121 (1994) 
  
佐藤祐子， 水谷太郎， 水山和之， 田中 誠， 大久保直光， 土肥修司：Kabuki Make-up 
Syndrome 2 症例の麻酔経験． 日本臨床麻酔学会誌 14， 56-59 (1994) 
  
田中 誠， 土肥修司：エフェドリンとフェニレニンの動脈血酸素分圧に及ぼす影響 －片
肺換気時における検討－． 麻酔 43(8)， 1124-1129 (1994) 
  
石沢由美子， 半田裕二朗， 滝 和美， 田中克幸， 土肥修司：カンボジア国での口唇口蓋
裂手術における全身麻酔の施行と教育の問題点について． 麻酔 43(10)， 1611-1614 (1994) 
  
深尾いづみ， 土肥修司， 加藤利政， 赤松 繁， 下中浩之：皮膚切開時の心血管反応に対
する吸入麻酔薬イソフルレンの濃度効果について． 麻酔 43(12)， 1851-1856 (1994) 
  
土肥修司， 石山忠彦， 飯田宏樹， 渡辺章久：K＋チャネル開口薬の脳微小血管各調査用の



機序． Therapeutic Research 16(4)， 106-109 (1995) 
  
寺澤悦司， 下中浩之， 大畠博人， 上田宣夫， 石沢由美子， 赤松 繁， 土肥修司：心臓
手術における血中のカルシトニン遺伝子関連物質および心房性利尿ホルモンレベルの変動． 
麻酔 44(9)， 1202-1207 (1995) 
  
太田宗一郎， 丹羽雅之， 野崎正勝， 服部雅仁， 下中浩之， 土肥修司：麻薬・拮抗誠鎮
痛薬のμ,δおよびκオピオイド受容体親和性について． 麻酔 44(9)， 1228-1232 (1995) 
  
竹田智雄， 飯田宏樹， 太田宗一郎， 浅野斗志男， 織田章義， 土肥修司：内蔵神経ブロ
ック後, 新たに出現した腹痛に対し星状神経ブロック (SGB) が有効であった 3 症例． ペ
インクリニック 16(5)， 698-700 (1995) 
  
太田宗一郎， 丹羽雅之， 野崎雅之， 服部雅仁， 下中浩之， 土肥修司：モルヒネ依存に
おけるモルモット脳内オピオイド受容体の変動について． 麻酔 44(11)， 1452-1457 (1995) 
  
竹田智雄， 飯田宏樹， 太田宗一郎， 浅野斗志男， 高田基志， 赤松 繁， 土肥修司：ニ
コランジルが有効であった幻肢痛の一例． ペインクリニック 16(6)， 951-953 (1995) 
  
赤松 繁， 寺澤悦司， 上田宣夫， 山本拓巳， 土肥修司：心腔内血流動態と PGE1 －経
食道ドップラー 心エコー図法による増幅弁逆流血流の評価－． 現代医療 27(増)Ⅲ， 
2445-2453 (1995) 
  
原著 (欧文・国外) 
Ishizawa Y, Dohi S: Halothane concentrations required to block the cardiovascular responses 
to incision (MAC CVR) in infants and children. Can J Anaesth 40, 18-23 (1993) 
  
Mizuyama K, Dohi S: An accidental subdural injection of a local anaesthetic resulting in 
respiratory depression. Can J Anaesth 40, 83-84 (1993) 
  
Mizuyama K, Dohi S, Harukuni I: Coronary artery spasm with ventricular tachycardia after 
administration of methoxamine during cervical epidural anesthesia -a case report. Acta 
Anaesth Scand 37, 79-81 (1993) 
  
Fukuda T, Dohi S, Naito H: Comparisons of tetracaine spinal anesthesia with clonidine or 
phenylephrine in normotensive and hypertensive humans. Anesth. Analg 78, 106-111 (1994) 



  
Ishizawa Y, Dohi S: Epidural clonidine for treatment of intractable abdominal pain in a patient 
with diabetes. Pain Research 9, 15-20 (1994) 
  
Tanaka M, Dohi S: Effects of phenylephrine and ephedrine on pulmonary arterial pressure in 
patients with cervical or lumber epidural anesthesia, or enflurane anesthesia. J. Anesth 8(2), 
125-131 (1994) 
  
Ishizawa Y, Dohi S, Iida H., Akamatsu S., Ohta. S. Shimonaka H: Mechanisms of vasodilation 
of cerebral vessels induced by the potassium channel opener nicorandil in caine in vivo 
experiments. Stroke 25(8), 1644-1650 (1994) 
  
Hamaya Y, Nishikawa T, Dohi S: Diuretic effect of clonidine during isoflurane, nitorous oxide, 
and oxygen anesthesia. Anesthesiology 81(4), 811-819 (1994) 
  
Iida H, Christine A. Gleason, Tomas P. O'brien, Richard J. Traystman: Fetal responses to 
acute fetal cocaine injection in sheep. Am J Physiol 267, H1968-H1975 (1995) 
  
Ishiyama T, Dohi S, Iida H, Watanabe Y, Shimonaka H: Mechanisms of dexmedetomidine- 
induced cerebrovascular effects in caine in vivo experiments. Anesth Analg 81, 1208-1215 
(1995) 
  
その他 
土肥修司：教授の条件：器と責任． 麻酔 42， 105 (1993). 
  
土肥修司：文部省科学研究費報告書 (一般研究 B)；脳・脊髄血管の反応性及び薬物感受性
制御機構の生態内顕微鏡による解析 
  
太田宗一郎：文部省科学研究費補助金 (一般研究 C)；平成 4-5 年度研究成果報告書 モル
ヒネ耐性および依存における脳内オピオイド受容体の変化に関する研究 
  
土肥修司：21世紀の麻酔学はどうあるべきか 21 世紀における大学麻酔学教室の方向． 臨
床麻酔 14(9)， 45-48， 1994 
  
土肥修司：麻酔と蘇生 －名称の重み－． 治療 77(4)， 149-151 (1995) 
  



飯田宏樹， 石山忠彦， 渡辺章久， 土肥修司：脳および脊髄軟膜微小血管の観察． 治療 
77(4)， 152-154 (1995) 
  
土肥修司：レポート 第29回日本ペインクリニック学会総会 －リフレッシャーコース－． 
ペインクリニック 16(6)， 786-788 (1995) 
  
土肥修司：開業医に役立つ救急蘇生法の理論 (1)． 月刊保団連 481(8)， 61-64 (1995) 
  
土肥修司：開業医に役立つ救急蘇生法の理論 (2)． 月刊保団連 482(9)， 61-64 (1995) 
  
下中浩之， 山本拓巳：Combined Spinal /Epidural Anesthesia とモルヒネ投与について． 
臨床麻酔 19(11)， 1649-1651 (1995) 
  
竹田智雄， 村上典之， 原田知和， 田辺久美子， 下中浩之， 土肥修司：気管支ファイバ
ー光による経鼻挿管法． 臨床麻酔 21(1)， 118-119 (1996) 
  
Shigeru Akamatsu, Yuji Kondo, Shuji Dohi, Norio Ueda, Etsuji Teresawa：  Velocity 
Measurements and with a new Doppler Catheter Indipendent of Incidence Angle.， 文部省
科学研究費 (一般研究 B) 研究成果報告書 
  
Yukinaga Watanabe, Hiroki Iida, Tadahiko Ishiyama, Shuji Dohi： Systemic Bupivacaine and 
Ropivacaine without Respiratory Acidosis and Alkalosis.， 文部省科学研究費 (一般研究 B) 
研究成果報告書 
  
太田宗一郎：急性および慢性疼痛下での脳内オピオイド受容体の変動とモルヒネ投与によ
る影響． 平成 7 年度文部省科学研究費補助金 (一般研究 C) 研究成果報告書 
  
飯田宏樹：心肺蘇生後の脳血流維持におけるα2 作動薬および Ca 拮抗薬の作用に関する
研究． 平成 6-7 年度文部省科学研究費補助金 (一般研究 C) 研究成果報告書 
  
Toshio Asano, Soichiro Ohta, Hiroki Iida, Shuji Dohi： Spinal Anti-Nociceptive Effects of 
Alpha-2 Agonists thorough Epidural Injection in Rats. Japanese Journal of Physiology 45 
Suppl(2), S248, 1995 
  
浅野斗志男， 飯田宏樹， 土肥修司， 竹田智雄， 織田章義， 太田宗一郎：Nicorandile の
鎮痛効果についての検討， Therapeutic Research 17(4), 62-64， 1996 



臨床検査医学講座 

  
著書 (和文) 
野間昭夫：リポタンパク (a)， 医科学大事典， 補遺巻 10 (最新の医療情報 1993)， 岡 博
他編， 東京， 講談社， 1993． 28-30 
  
川出真坂， 飯田久也， 野間昭夫：単項目検査データからの病態診断， 4． 脂質および関
連物質検査， コレステロール， コレステロールエステル， 臨床病理学， 第 5 巻． 大場
康寛編， 東京， 医歯薬出版， 1993． 107-111 
  
野間昭夫， 川出真坂：同上， HDL－コレステロール， 臨床病理学， 1993． 111-113 
  
川出真坂， 飯田久也， 野間昭夫：同上， 遊離脂肪酸， 臨床病理学， 1993． 113-115 
  
川出真坂， 飯田久也， 野間昭夫：同上， リン脂質， 臨床病理学， 1993． 116-118 
  
川出真坂， 飯田久也， 野間昭夫：同上， 過酸化脂質， 臨床病理学， 1993． 118-120 
  
野間昭夫：多項目組み合せ検査データからの病態診断， 5． 代謝疾患検査， 脂質代謝， 臨
床病理学， 大場康寛編， 東京， 医歯薬出版， 1993． 397-410 
  
竹村正男：日常検査に必要な細胞性免疫の知識   IL－ 2 の臨床応用とそのレセプター発
見の意義， 卒後教育研修会テキスト， 日本臨床衛生検査技師会， 1993 
  
野間昭夫：リポ蛋白 (a)， 臨床検査ガイド '94， Medical Practice 編集委員会編， 東京， 
文光堂， 1994． 344-346 
  
野間昭夫：話題のリポ蛋白   Lp (a)， 東京， A＆T 社， 1994． 62p 
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大塚節子：人工赤血球の開発状況について． 第 7 回岐阜麻酔蘇生集中治療疼痛研究会 
(1993.12.18. 岐阜) 
  
大塚節子：Raund Table ｢整形外科手術における自己血輸血の経験と問題点． 第 2 回整形
外科手術と自己血輸血懇話会 (1994.12.8. 岐阜) 
  
大塚節子：HLA-A, -B are the most critical loci of major histocompatibility complex (MHC) 
in one-way-match in transfusion associated graft-vs-host disease in immunocompetent 
patients. 第 10 回岐阜麻酔蘇生集中治療疼痛研究会 (1994.12.17) 
  
西本 裕， 徳山 剛， 喜久生明男， 糸数万正， 松永隆信， 大塚節子， 野間昭夫：人工



股関節置換術における貯血式自己血輸血療法． 第 4 回人工股関節 forum (1995. 8 月 高
山) 
  
講演 大塚節子： ｢輸血医学概論｣ 第 5 回輸血看護業務担当者会， 岐阜県赤十字血液セン
ター主催 1995.11.15 



薬剤部 

  
著書 (和文) 
杉山 正, 片桐義博：狭心症治療剤, 新編 診断・治療の進歩と新しい薬剤, 鎌田武信・高
杉益充編, 大阪,医薬ジャーナル社, 1995. 150-157 
  
杉山 正, 岩井紀代身, 安田公夫, 片桐義博：多剤併用・薬物相互作用例, 高齢者への服薬指
導・新編, 福地 坦編, 大阪, 医薬ジャーナル社, 1996. 144-149 
  
片桐義博, 杉山 正：甲状腺疾患と薬剤, 病気と薬剤, 改訂第 4 版, 日本薬剤師会編, 東京,
薬事日報社, 1996. 372-386 
  
総説 (和文) 
安田公夫, 石川達也, 森 充弘, 片桐義博：高齢者への服薬指導. 老化と疾患 6, 563-565 
(1993) 
  
片桐義博：新しい合成ステロイドホルモンの開発動向. 日本臨牀 52, 685-690 (1994) 
  
杉山 正, 森 充弘, 片桐義博：岐阜大学医学部附属病院における抗癌剤の使用状況－注射
剤を中心に－. 化学療法の領域 11, 527-534 (1995) 
  
杉山 正, 片桐義博：老年者への服薬指導. 老年消化器病 7, 51-56 (1995) 
  
杉山 正, 片桐義博：抗不整脈薬の使用状況と服薬指導. 薬局 46, 1157-1161 (1995) 
  
安田公夫：特集 院外処方せん発行における病院薬剤師と開局薬剤師の業務連携 ③医療
の担い手となるために. 日本病院薬剤師会雑誌 32, 275-277 (1996) 
  
堀内 正, 中村光浩, 杉山 正, 片桐義博：岐阜大学医学部附属病院における TDM. TDM 
研究 13, 113-114 (1996) 
  
杉山 正, 片桐義博：血栓症治療に用いられる抗血栓薬の薬物動態. 薬局 47, 545-549 
(1996) 
  
原著 (和文) 



吉岡史郎, 澤 赫代, 高木 肇, 久野由恵, 森 俊二, 片桐義博：メチシリン耐性黄色ブドウ
球菌 (臨床分離株) の生物学的性状および消毒剤・抗菌剤に対する感受性の検討. 病院薬学 
19, 92-98 (1993) 
  
堀内 正, 今枝憲重, 片桐義博：分子量分画化ヘパリンおよび硫酸化ヘパリンの生物活性に
ついて. 腎臓 15, 185-189 (1993) 
  
西村久雄, 小村直之, 岩本喜久生, 古川裕之, 市村藤雄, 折井孝男, 伊賀立二, 櫻井恒太郎, 
開原成允, 片桐義博：大学医療情報ネットワークを利用した薬剤情報の共同利用の検討. 病
院薬学 19, 248-254 (1993) 
  
杉山 正, 堀内 正, 下田浩欣, 松浦克彦, 森 充弘, 片桐義博：塩酸エペリゾン製剤の品質
比較試験. 薬理と治療 21, 1659-1668 (1993) 
下田浩欣, 杉山 正, 堀内 正, 松浦克彦, 森 充弘, 片桐義博：テプレノンのカプセル剤お
よび細粒剤の安定性の検討. 臨床医薬 9, 1711-1717 (1993) 
  
堀内 正, 杉山 正, 森 充弘, 片桐義博：硫酸化の異なるヘパリンおよび低分子ヘパリン
の抗凝固作用と血小板凝集に及ぼす影響について. 腎臓 16, 56-57 (1994) 
  
岩井紀代身, 山添喜久雄, 堀内 正, 森 充弘, 加藤直樹, 上野一恵, 渡邉邦友, 片桐義博：
気管内吸引カテーテル用消毒液の細菌汚染と消毒剤の殺菌効果. 病院薬学 20, 97-102 
(1994) 
  
松浦克彦, 堀内 正, 杉山 正, 下田浩欣, 森 充弘, 片桐義博：ニフェジピン徐放性製剤の
安定性および溶出特性. 薬理と治療 22, 3391-3399 (1994) 
  
堀内 正, 今枝憲重, 杉山 正, 森 充弘, 森川則文, 武山正治, 片桐義博：バルプロ酸ナト
リウム徐放性顆粒剤および錠剤における放出挙動と体内動態の検討. 臨床医薬 10, 1765-
1771 (1994) 
  
杉山 正, 下田浩欣, 堀内 正, 松浦克彦, 森 充弘, 片桐義博：テプレノン製剤の安定性に
及ぼす包装あるいは光の影響. 臨床医薬 10, 2171-2178 (1994) 
  
安田公夫, 堀内 正, 中村光浩, 森 充弘, 片桐義博, 丹羽雅之, 野崎正勝, 鶴見介登：医学
部学生の TDM 実習に関する検討. TDM 研究 11, 229-230 (1994) 
  



岡安伸二, 山添喜久雄, 堀内 正, 杉山 正, 森 充弘, 片桐義博：入院患者における点眼剤
の細菌汚染について. 日本病院薬剤師会雑誌 31, 331-334 (1995) 
  
堀内 正, 森 充弘, 片桐義博：フルオレセイン標識化ヘパリンの分子量分画と高速分子排
除クロマトグラフィによる測定. 腎臓 17, 51-53 (1995) 
  
安田公夫, 堀内 正, 中村光浩, 森 充弘, 丹羽雅之, 野崎正勝, 鶴見介登, 片桐義博：医学
部学生に対する TDM 実習についての検討. TDM 研究 12, 69-73 (1995) 
  
松浦克彦, 堀内 正, 杉山 正, 下田浩欣, 中村光浩, 片桐義博：塩酸アゼラスチン製剤の品
質比較試験. 臨床医薬 11, 1099-1106 (1995) 
  
岩井紀代身, 石川達也, 杉山 正, 片桐義博：入院患者における相互作用の組合わせ処方に
関する検討. 病院薬学 21, 250-255 (1995) 
  
堀内 正, 中村光浩, 杉山 正, 片桐義博：血中ゾニサミド濃度に及ぼす年齢および他剤併
用の影響に関する検討. TDM 研究 12, 249-250 (1995) 
  
近藤雄司, 河野吉喜, 岡田和正, 山本哲也, 操 忠, 片桐義博, 北澤克明：熱依存性ゲル化剤
を配合したチモロール点眼液の眼圧下降効果. あたらしい眼科 12, 1289-1293 (1995) 
  
杉山 正, 片桐義博：複数科受診患者の重複・相互作用処方に関する検討. 病院薬学 21, 
519-524 (1995) 
  
杉山 正, 岩井紀代身, 片桐義博：処方オーダリングシステムを利用した複数科受診患者の
処方監査支援システム. 日本病院薬剤師会雑誌 32, 169-173 (1996) 
  
杉山 正, 松浦克彦, 片桐義博：コンピュータによる在庫管理システムと連動した適正な包
装規格への変更システム. 日本病院薬剤師会雑誌 32, 307-310 (1996) 
  
堀内 正, 杉山 正, 片桐義博：フルオレセイン標識化ヘパリンの高速分子排除クロマトグ
ラフィによる測定のための試料調製に関する検討. 腎臓 18, 65-66 (1996) 
  
杉山 正, 各務玲子, 松浦克彦, 岡安伸二, 田中弘美, 猪又佳代, 片桐義博：岐阜大学病院に
おける硫酸モルヒネ徐放錠の処方状況. 日本病院薬剤師会雑誌 32, 415-418 (1996) 
  



杉山 正, 柴山朋子, 片桐義博：骨粗鬆症治療剤の適正使用のための処方状況調査. 臨床医
薬 12, 945-951 (1996) 
  
原著 (欧文・国内) 
Nagasako S, Iwamoto K, Hayashibara M, Katagiri Y, Morioka S, Moriyama K: Utilization of 
salivary level monitoring of mexiletine in the therapy of arrhythmic patients. Jpn J Clin 
Pharmacol Ther 24, 425-431 (1993) 
  
Yoshioka S, Imaeda N, Okano Y, Mizukami Y, Katagiri Y: Preferential uptake of 
lactosylceramide-bearing dipalmitoylphosphatidylcholine-liposomes into liver: Role of 
membrane fluidity. Biol Pharm Bull 17, 640-644 (1994) 
  
Yamazoe K, Iwai K, Horiuchi T, Mori M, Kato N, Ueno K, Watanabe K, Katagiri Y: 
Antimicrobial activity of acrinol and pyoktanin against methicillin-resistant Staphylococcus 
aureus. Jpn J Hosp Pharm 20, 200-206 (1994) 
  
Sugiyama T, Itokazu M, Shimoda H, Mori M, Matsunaga T, Katagiri Y: A case of gastric 
perforation associated with concomitant use of non-prescription drug. Jpn J Hosp Pharm 21, 
63-69 (1995) 
  
原著 (欧文・国外) 
Nagasako S, Iwamoto K, Hayasibara M, Katagiri Y: Dependency of salivary excretion of 
mexiletine on the plasma concentration in rats. J Pharm Pharmacol 45, 154-156 (1993) 
  
Iwamoto K, Naora K, Katagiri Y, Ichikawa N, Hayashibara M, Tanaka K, Yamaguchi T, Sekine 
Y: Comparative neurotoxicity study of ciprofloxacin and sparfloxacin after coadministration 
with fenbufen in rats. Drugs 45(S3), 290-291 (1993) 
  
Nakashima S, Mizutani T, Nakamura Y, Takemura S O, Nakamura M, Miyata H, Katagiri Y, 
Nozawa Y: Effects of selective phosphodiesterase type IV inhibitor, rolipram, on signal 
transducing phospholipases in neutrophil: Inhibition of phospholipases A 2, D but not C. 
Comp Biochem Physiol 112C, 137-143 (1995) 
  
Yamazoe K, Horiuchi T, Sugiyama T, Katagiri Y: Simultaneous high-performance liquid 
chromatographic determination of carboplatin, epirubicin hydrochloride and mitomycin C in 
a Lipiodol emulsion. J Chromatogr A 726, 241-245 (1996) 



２ 共同研究・受託研究 (国内・外) の実施状況 (1993 年－1996年 6 月) 

  
(解剖学第一講座) 
正村静子： ヒトの関節の血管支配 (Anatomisches Institut, Universitat Wurzburg, 
Germany 1993－1996) 
  
(解剖学第二講座) 
小野塚 實： 単一ニューロンレベルでの抑制性グルタミン酸レセプターの分子遺伝学的
解析 (岐阜大学農学部, 1996－；東京都立大学理学部, 1996－), 咀嚼運動における頬粘膜内
Σ 受容器の機能解析 (東京歯科大学, 1992－), 脳内生理活性物質の加齢変化とその機能的
意義 (東京都老人総合研究所, 1996－；神奈川歯科大学, 1993－；藤田保健衛生大学医学部, 
1995－), 痙攣関連蛋白の解析 (愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所， 1993－；神奈
川歯科大学, 1985－1994；東京都立大学理学部, 1987－1995；国立台湾大学動物系 (台湾) 
1986－), 唾液腺癌と性ホルモンレセプター (神奈川歯科大学, 1990－) 
  
(生理学第一講座) 
森田啓之： 食塩感受性高血圧の発症機序 (香川医科大学， 1996－)， ネガティブ・フィ
ートフォワード調節機構による体液恒常性維持 (香川医科大学， 1996－)， 心不全時の自
立神経性循環調節 (香川医科大学， 1996－) 
李  憲： 神経伝達物質または神経調節因子としての一酸化窒素の役割に関する研究 (京
都大学医学部, 1992－) 
渡邊和子： 単一ニューロンレベルでの抑制性グルタミン酸レセプターの分子生物学的解
析：whole-cell patch clamp technique と PCR 法の併用 (岐阜大学農学部, 1996－)， 老化
促進マウス (SAM) を用いた加齢による脳内神経伝達物質および受容体の動態変化の解析 
(藤田保健衛生大学医学部, 1995－・神奈川歯科大学, 1993－)， 咀嚼運動における頬粘膜内
Σ 受容器の機能的役割 (東京歯科大学・神奈川歯科大学, 1992－)， 痙攣関連蛋白の解析 
(神奈川歯科大学, 1990－1994・東京都立大学理学部, 1990－1994) 
  
(生理学第二講座) 
惠良聖一, 桑田一夫：  1 H-NMR による血漿アルブミン分子の構造転移と molecular 
aging および水構造の研究 (岡崎国立共同研究機構・生理学研究所, 1993－1994),生体組織
内の水構造及びエネルギー代謝の研究 (岡崎国立共同研究機構・生理学研究所,1993－1994),
タンパク質の ｢モルテン・グロビュール構造｣ に関する物理化学的研究 (岡崎国立共同研究
機構・生理学研究所, 1995－), 1 H-NMR によるタンパク質の高次構造に関する研究 (藤田
保健衛生大学・総合医科学研究所, 1993－1995),電子スピン共鳴法によるタンパク質の分子



運動解析 (北海道教育大学・物理, 1993－), ラマン分光法によるタンパク質の動的挙動に関
する研究 (関西学院大学・理学部・化学, 1993－) 
桑田一夫： 完全緩和行列解析プログラムの開発 (カリフォルニア大学・サンフランシスコ
校 (UCSF), 1994－) 
  
(生化学講座) 
野澤義則： ras トランスフェクト線維芽細胞の Ca 2＋ オシレーション機構 (金沢大学医
学部・神経情報施設, 1992－), PAF 受容体 cDNA 発現細胞の情報伝達解析 (東京大学医学
部・生化学, 1992－), 低分子量 G 蛋白質の分子生物学的研究 (東京工業大学理工学部, 
1992－1995),ホルモン受容体の imprinting 機構 (ハンガリー・セメルワイス大, 1989－), 
原生動物細胞の情報伝達遺伝子解析 (米国・テキサス大, 1992－), SCF(stem cell factor) に
よるシグナル伝達機構 (東京大学医学部・物療内科, 1991－1994), ras トランスフェクト線
維芽細胞の変異ゲルゾリンの機能解析 (北海道大学医学部・癌研究所分子遺伝, 1993－
1994),耳下腺低分子量 G 蛋白質 (朝日大学歯学部・口腔生化学, 1993－1994),肝細胞増殖
因子 (HGF) のシグナル伝達機構 (大阪大学・バイオメディカル教育研究センター, 1993
－), プロスタグランジン F 2α の情報伝達 (関西医科大学・医化学, 1994－), PLCδの部
位特異変異導入による活性化機構解析 (動物遺伝研究所, 1994－), 血小板 MAP キナーゼ
活性化機構 (岐阜薬科大学・生物, 1993－1994),低分子量 G 蛋白質 Ram の組織発現 (東
北大学医学部・解剖学, 1994－1995), 原生動物細胞 α グルコシダーゼ遺伝子クローニン
グ (岐阜薬科大学・生化学, 1994－1996),真菌の情報伝達分子の遺伝子解析 (名古屋大学理
学部・分子生物, 1995－), 核内情報伝達酵素 (PLD) の性状と機能解析 (名古屋大学医学
部・病態制御研究所, 1995－), G 蛋白質βγサブユニットによる PLC 活性化機構 (愛知
県身障者コロニー研究所・生化学, 1993－1995),病原性真菌の情報伝達分子の遺伝子解析 
(オタゴ大, ニュージーランド, 1995－), 病原性真菌の病原性因子の遺伝子解析 (UCLA, 
米国, 1994－), 情報変換酵素 PLD の遺伝子および細胞機能解析 (ニューヨーク州立大, 
米国, 1996－) 
  
(分子病態学講座) 
岡野幸雄： ヒト Aik 遺伝子・ヒト TSC22 遺伝子の染色体局在 (三重大学生物資源学部， 
1995－；理化学研究所筑波ライフサイエンスセンター， 1995－)， ヒト Aik 遺伝子の酵
母 IPL1 変異株における相補性実験 (University of Texas, Austin, USA， 1995－)， Aik 遺
伝子のヒト細胞における機能解析 (理化学研究所筑波ライフサイエンスセンター， 1995
－)， 新規ユビキチン付加酵素遺伝子のクローニング (国立遺伝学研究所， 1996－) 
  
(薬理学講座) 
植松俊彦： 毛髪蛋白の糖化度の測定 (三共(株）代謝分析研, 1995－), 薬効解析のための 



PK-PD モデルの母集団薬物動態学的検討(エーザイ(株）臨床薬理センター, 1995－), 毛髪
内薬物分析(ユタ大学 Center for human toxicology, 1995－) 
松野浩之： 血管肥厚と再狭窄のメカニズム (ベルギー， ルーバン大学， Center for 
Molecular & Vascular Biology, 1995－)， 血小板粘着とインテグリン機能 (ベルギー， ル
ーバン大学， Laboratory for Thrombosis Research IRC, 1995－) 
  
(病理学第一講座) 
森  秀樹：  DL アラニンの安全性再評価 (厚生省, 1995－ ), 天然物質の 8－
hydroxyguanine 生成阻害作用 (産業医大産業形態研, 1996－), 植物成分の大腸発がん抑制
作用の検討 (生産開発科学研, 1994－), Hydroxyanthraquinone 類の長期毒性発癌性の検討 
(中京女子大栄養科学, 1993－), 天然物質の抗酸化作用及び発癌抑制作用 (名古屋大学農学
部食品機能科学, 1995－) 
田中卓二： 発癌過程における新規 biomarker の検討 (岐阜薬科大学生化学， 1991－)， 
柑橘類由来の発癌修飾物質の同定 (近畿大学生物理工学部， 愛媛県青果連， 1993－；和歌
山県青果連， 1996－)， Triazine 誘導体の発癌修飾作用 (国立がんセンター化学療法部， 
1995－)， 新規合成セレニウムの発癌修飾作用 (American Health Foundation， Naylor 
Dana Institute， 1995－) 
吉見直己： グルカロン酸水素カリウムの発癌抑制効果 (テキサス大学 MD アンダーソン
癌センター， 1994－) 
  
(微生物学講座) 
江崎孝行： Burkholderia pseudomallei の LPS の構造と生物活性 (北里研究所, タイ国立
研究所, 1993－), 非発酵菌の分類学的研究 (大阪市立大学, 1993－), Mycobacterium avium 
complex の分類学的研究 (UCLA, 1993－), ミール宇宙船内生物相の計測 (宇宙利用開発
促進事業団, 1993－), 微生物の分類同定に関する研究 (バイオインダストリー協会, 1993
－) 
山本啓之： 生理活性に基準においた環境細菌群の調査研究 (東京大学海洋研究所, 1993－
1994),原始共生系の進化と生態 (信州大学, 岩手大学, 奈良女子大学, 国際基督教大学, 豊
橋技術科学大学, 1993－), 地球史と微生物生態系 (名古屋大学, 岩手大学, 1995－) 
  
(公衆衛生学講座) 
清水弘之： 難病の疫学調査研究 (名古屋大学医学部, 1993－), コホート研究による発がん
要因の評価法に関する研究 (愛知県がんセンター, 1993－), 高齢者の社会活動に関する研
究 (名古屋大学医学部, 1993), ロサンゼルス在住日系人・白人の生活習慣とがん罹患に関す
る研究 (南カリフォルニア大学医学部, 1993), 日系米人の母国集団におけるがん罹患率と
環境因子 (和歌山県立医科大学他, 1993－1996),地域における高齢者の社会年齢とうつ病発



生に関する研究 (昭和大学医学部他, 1994－), 大規模コホート設定等による保健サービス
効果測定に関する研究 (高山保健所, 1995－1996),特発性造血障害調査研究に関する研究 
(東京女子医科大学, 1993－1996),少子化時代に対応した母子保健事業に関する研究 (東京
大学医学部, 1993), HPV と子宮頚癌 (東京大学医学部分院, 1994－1995),糖尿病の予防・疫
学に関する研究班 (国立京都病院他, 1995－1996),保健医療行動に影響を及ぼす健康観の日
米比較 (ハワイ大学他, 1994－) 
川上憲人： 職業性ストレスと健康に関する大規模長期コホート研究 (東京医科大学他, 
1996－), 職業性ストレスの日欧比較研究 (ブリュッセル自由大学, 1996－), NIOSH 職業
性ストレス調査票日本語版の開発 (産業医学総合研究所, 米国職業安全保健研究所, 1993
－), 地域住民を対象とした精神障害の疫学調査 (国立精神保健研究所, ミシガン大学, 
1995－), 長期閉鎖環境における精神・心理の健康管理および異文化適応に関する研究 (宇
宙環境利用推進センター, 1995－) 
  
(法医学講座) 
大谷 勲， 武内康雄： 薬物代謝酵素の組織化学的研究 (岐阜薬科大学， 継続中) 
  
(寄生虫学講座) 
高橋優三： 旋毛虫症 (米国コーネル大学；オランダ NIH；香港大学；山形大学；鳥取大
学， 継続中)， ブラジル天疱瘡の免疫病理 (ウイスコンシン医科大学， －1995)， 犬回虫
症 (神戸大学， 1994)， ブラストシスチスの遺伝子多型 (奈良女子大学， 継続中)， エキ
ノストーマの分類 (九州大学， 継続中)， クリプトスポリジウムの遺伝子診断 (大阪市立
大学， 1994)， タイ肝吸虫症と胆管癌の発生 (コンケン大学， 1996－) 
伊藤 亮： エキノコックス症の分子生物学 (大阪大学微生物病研究所， 大阪大学医学部， 
1993－)， 猫条虫， エキノコックス感染病態の画像解析 (北海道大学大学院獣医学研究科， 
1993－)， 難治性寄生虫病エキノコックス症， 嚢虫症の発症機序 (旭川医科大学， 国立予
防衛生研究所， 実験動物中央研究所, 1996－), 開発途上国の疾病対策に貢献できる医学教
育のあり方 (長崎大学熱帯医学研究所, 1996－)， テニア症， 嚢虫症， エキノコックス症
の遺伝子診断法,分子分類学 (大阪大学医学部， 北海道衛生研究所， 1995－) 国際共同研
究人体寄生テニア科条虫の実験動物モデル開発 (実験動物中央研究所， 大阪大学医学部， 
National Yang-Ming University, Taiwan, National Chunbuk University, Korea, 1995－)， エ
キノコックス症， 嚢虫症についての血清診断法 (CDC (USA), UNAM (Mexico), University 
of Melbourne (Australia), University of Salford (UK), Chongqing University (China), 
Catholic University (Korea)， 1993－), 実験動物におけるエキノコックス感染動態解析 
(Hohenhaim Univeristy (Germany), 旭川医科大学, 1993－)， 東南アジアにおける伝統的
食習慣と寄生虫病 (Tribhuvan University (Nepal), University of Indonesia (Indonesia)， 大
阪大学医学部， 国立予防衛生研究所)， チベット， 新彊ウイグル自治区におけるエキノコ



ックス症， 嚢虫症疫学 (CDC (USA), Brigham Young University (USA), University of 
Salford (UK), Queensland Institute of Medical Research (Australia), Xinjiang Medical 
College (China), 1995－)， 嚢虫症， 肺吸虫症の分子， 免疫診断法 (Catholic University 
(Korea), Chongqing University (China), 大阪大学医学部， 帯広畜産大学, 1995－) 
  
(内科学第一講座) 
武藤泰敏： リポ蛋白代謝に関する研究 (Harvard 大学 (米国)， 1991－)， 脂質代謝調節 
(Columbia 大学 (米国)， 1993－)， 肝繊維化に関する研究 (Washinton 州立大学 (米国)， 
1994－)， 人工肝臓の開発に関する研究 (Kings 大学 (英国)， 1993－)， レチノイドによ
る癌化学予防に関する研究 (東京女子医科大学， 1990－)， 
森脇久隆： 発癌予防に関する基礎的， 臨床的研究 (国立がんセンター， 癌研究会， 埼
玉がんセンター， 1995－) 
大西弘生： 肝細胞壊死の免疫学的発生機序に関する研究 (Kings 大学 (英国)， 1996－) 
杉原潤一： 重症肝疾患の余地とその対策に関する研究 (木曽川町， 1991－) 
加藤則広： 胃癌と hericobacter pyroli の関連に関する研究 (国立がんセンター， 1996－) 
村上啓雄： 高齢者の感染症に関する研究 (東京大学， 1993－) 
四童子好弘： レチノイドの作用機序に関する基礎的研究 (東京大学， 1995－) 
奥野正隆： 肝繊維化の病態と治療に関する基礎的研究 (理化学研究所， 大阪医科大学， 
1994－) 
武藤泰敏： 人工肝臓の開発 (テルモ(株）， 1994－) 
  
(内科学第三講座) 
石塚達夫： インスリン作用の分子機構に関する研究 (米国， 南フロリダ大学) 
宗 友厚： 11β 水酸化ステロイド脱水酵素異常症に関する研究 (米国， コーネル大学， 
1993－1994 年， テキサス大学， 1994－1995) 
森田浩之： アルドステロン生成酵素に関する研究 (米国， ミズーリコロンビア大学， 
1994－) 
山本眞由美： 血管内皮細胞機能と PKC に関する研究 (米国， 南フロリダ大学， 1995
－) 
  
(産婦人科学講座) 
今井篤志： 子宮癌由来増殖因子のクローニング (サントリー医薬研究所， 1993－) 
藤本次良： 受容体の変異体の婦人科腫瘍増殖に関する研究 (岡崎国立共同研究機構基礎生
物学研究所， 1993) 
三鴨廣繁： 実験感染モデル (エーザイ東京研究所， 1994－)， 感染症とサイトカイン (慶
応義塾大学・救急部， 1995－) 



  
(耳鼻咽喉科学講座) 
宮田英雄： 宇宙における錯覚・失認対策法に関する研究 (宇宙開発事業団， 1993－1995)， 
宇宙における錯覚・失認機序とその対策法に関する研究， 直線加速度に対する前庭脊髄反
応の研究， 視運動性眼振と後眼振に対する重力変化の影響の検討 (宇宙環境利用推進セン
ター， 1996－) 
  
(皮膚科学講座) 
北島康雄： 天疱瘡のシグナルトランスダクションにおけるリン酸化の研究 (京都薬科大
学・生命研究所・分子生体制御研究部門, 1993－), 水疱症に関する免疫電顕学的研究 (慶應
義塾大学医学部・皮膚科, 1995ー), ヘミデスモソームの形成と分散機序に関する研究 (名古
屋大学情報文科学学部・自然情報科， 1993－) 
  
(小児科学講座) 
近藤直実： Ataxia-telangiectasia の分子遺伝学的研究 (クイーンズ大学， Australia， 1994
－)， 免疫不全症の分子遺伝学的研究 (カロリンスカ研究所， Sweden, 1993－) 
鈴木康之： ペルオキシソーム病の病因 (信州大学医学部生化学， 1985－)， 副腎白質ジス
トロフィーの治療 (Johns Hopkins Univ., USA, 1990－)， 不飽和脂肪酸代謝 (ハリマ化成， 
1993－)， エーテルリン脂質代謝異常 (Amsterdam Univ. Netherlands, 1996－) 
下澤伸行： ペルオキシソーム形成機構に関する分子生物学的研究 (姫路工業大学理学部生
命科学， 1994－)， 動物細胞を用いた遺伝性ペルオキシソーム欠損症の病因解明 (九州大
学理学部生物学科， 1994－) 
深尾敏幸： β－ケトチオラーゼ欠損症の病因解析 (信州大学医学部生化学， 1988－)， ミ
トコンドリア β－酸化系異常症の病因解析 (信州大学医学部生化学， Amsterdam Univ. 
Netherlands, 1995－)， サクシニル-CoA:3-ケト酸 CoA トランスフェラーゼ欠損症の病因
解析 (Hopital Ste-Justine, Canada, 1994－)， Ataxia-telangiectasia の病因解析 (Tel Aviv 
Univ, Israel, 1995－) 
祐川和子： ムコ多糖症Ⅱ型 (ハンター病) の分子生物学的研究 (Hadassah Univ Hosp, 
Israel, 1996－) 
福田誠司： ムコ多糖症ⅣA型 (モルキオ病) の遺伝子解析 (Univ Krankenhaus Eppendorf, 
Germany, Univ de los Andes, Colombia, Univ Manchester, England, Adelaide Children's 
Hosp, Australia, 1993－)， ムコ多糖症ⅣA 型 (モルキオ病) の遺伝子治療 (E Biochimica 
Generali, Italy, 1994－)， ムコ多糖症Ⅶ型マウスの作製 (St Louis Univ, USA, 1995－) 
  
(臨床検査医学講座) 
野間昭夫： Lp (a) リポ蛋白の簡易・迅速測定法及びイソ型測定法の開発並びに臨床への



応用 (徳山曹達(株）つくば研究所，(株） SRL 研究所， －1993) 
  
(口腔外科講座) 
安岡 忠： 産卵鶏におけるカルシュウム代謝：排卵周期中の上皮小体ホルモンおよびカル
シトニン受容体の結合能の変動について (岐阜大学農学部教授 川島光夫， 岐阜大学農学
部名誉教授／東京農業大学教授 田中克英， 継続中) 
半田祐二朗： 羊を用いた顎関節の変形性関節症モデル：日本， オーストラリア， スゥエ
ーデン (岐阜大学， 愛知学院大学， アデレード大学， ルント大学)， 口腔粘膜疾患の疫
学：日本， カンボジア， マレーシア (岐阜大学， 愛知学院大学， プノンペン大学， マ
ラヤ大学， 継続中) 
  
(嫌気性菌実験施設) 
渡辺邦友： 熱帯地における慢性下痢症の病因学的研究 (琉球大学， －1993)， Clostridium 
difficile の臨床疫学的研究 (旭川医科大学， 1993)， Clostridium difficile の疫学的研究 
(順天堂大学， 1995)， 臨床材料から分離される嫌気性菌に関する研究 (青森県立中央病院
検査部， 1995－) 
加藤直樹： 熱帯地における慢性下痢症の病因学的研究 (琉球大学， －1993)， Clostridium 
difficile の臨床疫学的研究 (旭川医科大学， 1993)， Clostridium difficile の疫学的研究 
(順天堂大学， 1995)， 小児における Clostridium difficile の保菌状況 (名鉄病院， 1996)， 
老人ホーム及び老人病院における Clostridium difficile の保菌状況 (名古屋市厚生院， 
1996)， 肝硬変における Clostridium difficile の保菌状況 (日本赤十字病院， 1996)， 整
形外科領域における嫌気性菌感染症に関する研究 (日本赤十字病院， 1995－) 
田中香お里： Bilophila wadsworthia 感染症に関する研究 (青森県立中央病院， 1994)， 
Protein kinase に対する嫌気性菌の sphingophospholipid の影響 (埼玉県立ガンセンター， 
1994)， 臨床材料から分離される嫌気性菌に関する研究 (青森県立中央病院検査部， 1995
－)， 放線菌に関する研究 (浜松医科大学， 1995)， 菌血症から分離される嫌気性菌 (杏
林大学， 1995) 
加藤はる： 熱帯地における慢性下痢症の病因学的研究 (琉球大学， －1993)， Clostridium 
difficile の臨床疫学的研究 (旭川医科大学， 1993)， Clostridium difficile の疫学的研究 
(順天堂大学， 1995)， 小児におけるClostridium difficile の保菌状況 (名鉄病院， 1996)， 
老人ホーム及び老人病院における Clostridium difficile の保菌状況 (名古屋市厚生院， 
1996)， 肝硬変患者における Clostridium difficile の保菌状況 (日本赤十字病院， 1996)， 
整形外科領域における嫌気性菌感染症に関する研究 (日本赤十字病院， 1995－) 
  
(動物実験施設) 
杉江茂幸： 有機セレニウムの発癌抑制効果 (Naylor Dana Institute, American Health 



Foundation, N.Y., U.S.A.， 1994－) 
  
(輸血部) 
大塚節子： 輸血後 GVHD 発症における免疫遺伝学的解析， 自己免疫性甲状腺疾患の遺
伝解析 (東京医科歯科大学難治疾患研究所成人異常代謝部門， 1991－)， 同上 (岐阜県日
赤血液センター， 1987－)， 同上 (Tufts University; New England Medical Center 輸血部， 
Boston， USA， 1987－) 
  
(薬剤部) 
片桐義博, 杉山 正： 薬物代謝酵素に関する研究 (岐阜薬科大学・薬剤学, 1994－) 



３ 研究費の状況 (1993 年－1996 年) 

  
解剖学第一講座 文部省・総合研究 A， 正村静子：日本における解剖学的人体諸変異に関
する総合的研究 (1995－1996, 研究協力者)． 
  
解剖学第二講座 文部省・一般研究 (C), 伊藤和夫：外側膝状体， 上丘， 視蓋前域に投射
する網膜 W 細胞サブタイプの形態学的解析 (1993). 文部省・一般研究 (C), 長崎幸雄：効
率よい身体運動のトレーニング開始時期決定に対する神経科学的研究 (1995). 文部省・基
盤研究 (C), 小野塚 實：咀嚼運動に関連する脳内遺伝子発現の加齢変化 (1996)． 
  
生理学第一講座 文部省・一般研究 (C)， 森田啓之：肝臓内 NaCl 受容器は NaCl 恒常性
維持に関与するか？ (1994－1995)． 国際学術研究， 李 憲：神経作用性ペプタイドの分
離ならびにその作用に関する研究 (1993－1994， 分担)． 国際学術研究， 李 憲：軟体動
物駆除剤の汚染と生体内濃度 (1995， 分担)． 
 厚生省・厚生科学研究費補助金， 森田啓之：肝硬変時の Na 貯留における肝臓内 Na 受
容器の役割に関する研究 (1994)． 厚生科学研究費補助金， 森田啓之：肝硬変時の体液調
節破綻における肝臓内受容器の役割に関する研究 (1995)． 
 その他・ソルトサイエンス研究振興財団， 森田啓之：長期の NaCl バランス調節におけ
る肝臓の役割 (1993)． ソルトサイエンス研究振興財団， 森田啓之：NaCl 恒常性維持に
おける肝臓の役割：生理学的および病態生理学的検討 (1994)． 
  
生理学第二講座 文部省・重点領域研究, 桑田一夫：モルテン・グロビュール状態における
分子内運動の O-ROESY 法による研究 (1995). 
 文部省・一般研究 (C), 桑田一夫：磁気共鳴イメージングによる脳神経集団活動の直接観
測 (1995－)． 
  
生化学講座 文部省・重点領域研究, 野澤義則：低分子量 GTP 結合蛋白質の作用機構と役
割 (1993－1995, 代表). がん特別研究, 野澤義則：細胞増殖・癌化のシグナル伝達とリン脂
質代謝 (1992－1993, 代表). 重点領域研究, 中島 茂：細胞増殖・癌化のシグナル伝達とリ
ン脂質代謝 (1994, 分担). 重点領域研究, 中島 茂：NGF 誘導神経突起伸長におけるコリ
ン燐脂質代謝亢進の分子メカニズム (1995－1996, 分担). 重点領域研究, 中島 茂：シグナ
ル伝達機構による細胞増殖制御 (1995－1997, 分担). 総合研究 (A), 野澤義則：機能性リ
ン脂質の活性発現機構に関する研究 (1994－1996, 代表). 総合研究 (A), 野澤義則：細胞
情報伝達における三量体 G 蛋白質の生理的役割 (1992－1993, 分担). 創成的基礎研究費, 
野澤義則: 細胞内情報伝達機構網の研究 (1994－1998, 分担). 総合研究(A), 野澤義則：燐



酸化チロシン残基を認識する SH2 領域を介する細胞内情報伝達機構の解析 (1995－1997, 
分担). 総合研究 (A), 野澤義則：インテリジェント界面システムの構築と応用に関する研
究 (1995－1996, 分担). 一般 (基盤)研究 (B), 野澤義則：アポトーシス誘導の膜脂質情報
変換とその分子機構 (1995－1996). 一般研究 (C), 中島 茂：骨芽細胞におけるプロスタグ
ランジンの増殖刺激作用に関する細胞内シグナル伝達系 (1994－1995). 基盤研究 (C), 中
島 茂：ホスホリパーゼ D (PLD) の活性制御機構と細胞活動における役割 (1996－1997). 
一般研究 (C), 坂野喜子：ヒト血小板におけるホスホリパーゼ C の活性制御機構 (1993－
1994).一般 (基盤) 研究 (C)， 坂野喜子：ヒト血小板のインテグリンを介する凝集シグナ
ルの解析 (1995－1996). 
 その他・岐阜県ニューバイオプロジェクト, 野澤義則：健康づくりに役立つ有用性生理活
性物質遺伝子の導入による新食材の開発 (1995－1997). 医科学応用財団助成金, 野澤義
則：TNFαによるアポトーシス誘導における情報変換機構 (1995). 野澤義則：内藤記念招
へい助成金 (1996). 
  
分子病態学講座 文部省・重点領域研究 (1) (がん生物)， 岡野幸雄：細胞増殖・癌化のシ
グナル伝達とリン脂質代謝 (1994， 代表)． 一般研究 (C)， 岡野幸雄：ras 細胞における 
Thy-1 発現抑制の分子機構の解析 (1994－1995)． 奨励研究 (A)， 永田浩一：ヒト血小板
およびラット唾液腺の分泌を調節する低分子量 GTP 結合蛋白質に関する研究 (1994)． 
基盤研究 (C)， 岡野幸雄：新規ヒトユビキチン結合酵素遺伝子の単離と細胞機能における
役割の解析 (1996)． 
 その他・岩城留学生奨学生奨学会研究助成金， 永田浩一：低分子量 GTP 結合蛋白質 ram 
p25 のヒト血球細胞における機能の解明 (1994)． 
  
薬理学講座 基盤研究 C, 植松俊彦：生体位血管でのずり応力モデルの開発とずり応力―
内皮依存性弛緩関係の解明 (1996)， 交通・予防医学研究財団助成, 植松俊彦：毛髪分析に
よる過去の薬物使用歴の判定 (1995). 心臓財団助成, 植松俊彦 (1996). 
  
病理学第一講座 文部省・がん特別研究， 森 秀樹：前癌病変， 潜在癌および顕在癌の特
性に関する分子病理学的追求 (1993, 分担)． 森 秀樹：細胞増殖・癌化のシグナル伝達と
リン脂質代謝 (1993, 分担)． がん重点研究， 森 秀樹：発がん抑制性の化学物質， 生体
成分とその作用機構 (1994－1995, 分担)． 森 秀樹：大腸癌の化学予防に関する研究；特
に発がんプログレッションに対する研究 (1995-, 代表)． 一般研究 (C)， 森 秀樹：潰瘍
性大腸炎・大腸癌モデルに関する実験病理学的研究 (1993). 森 秀樹：大腸発癌背景粘膜
上皮における apoptosis， サイトカイン発現の解析 (1994－1995). 田中卓二：口腔発癌モ
デルを用いた口腔癌発生の分子病理学的追求とその化学予防の基礎的研究 (1993－1995)． 
吉見直己：ラット大腸発癌過程のアラキドン酸カスケード系酵素発現と化学予防剤の修飾



作用 (1995－)． 奨励研究 (A)， 森下由紀雄：遺伝子発現の差を利用したヒト肝多段階発
がんの初期に関する遺伝子の検索 (1995)． 
 厚生省・がん研究助成金， 森 秀樹：環境化学物質による発がんの一次予防に関する研
究 (1993－1995, 分担)． 森 秀樹 : ヘテロサイクリックアミンの生成阻害及び発がん阻
止 (1993－， 分担)． 田中卓二：消化器がん発生に影響する食品中の要因に関する研究 
(1993－， 分担)． 
 その他・第 5 回佐川がん研究助成振興財団がん研究助成， 田中卓二：Protocatechuic acid 
のラット口腔， 胃， 膀胱発癌に対する修飾効果の検討 (1993)． 
  
病理学第二講座 文部省・一般研究 (C)， 高見 剛：アルツハイマー病の老人斑形成にお
よぼすインターロイキン 6 の役割に関する検討 (1992－1993)． 奨励研究 (A)， 斉尾征
直：遺伝子工学による腫瘍特異的キラー T 細胞の効率的誘導法の確立 (1996)． 
  
微生物学講座 文部省・総合研究 (A), 江崎孝行：微生物の 16S リボソーム RNA のデー
タベース作成 (1993, 分担). 総合研究 (A), 江崎孝行：医学部における微生物学教育 
(1993, 分担). 一般研究 (C), 江崎孝行：免疫不全患者から分離された新しい抗酸菌の系統
分類学的研究 (1993). 総合研究 (A), 江崎孝行：チフス菌の Vi 抗原と食細胞内寄生 
(1994, 分担). 一般研究 (C), 江崎孝行：レンサ球菌の新しい分類同定体系の作成に関する
研究 (1994). 総合研究 (A), 江崎孝行：チフス菌の Vi 抗原と食細胞内寄生 (1995, 分担). 
試験研究 (2－B), 江崎孝行：病原細菌のリボソーム RNA を使った分類同定システムの開
発 (1995). 一般研究 (C), 江崎孝行：グラム陽性菌の系統分類学的研究 (1995). 総合研究 
(A), 江崎孝行：細胞内寄生細菌， 原虫のマクロファージ内増殖機構と感染宿主応答の基礎
的研究 (1996, 分担). 試験研究, 江崎孝行：病原細菌のリボソーム RNA を使った分類同
定システムの開発 (1996). 萌芽的研究, 江崎孝行：体液中の病原微生物の定量的計測法に
関する研究 (1996). 奨励研究 (A), 橋本安弘：チフス菌の食細胞内増殖に関連した 45kDa 
外膜蛋白質のクローニング (1996). 奨励研究 (A), 橋本安弘：チフス菌 Vi 抗原の病原因
子としての役割に関する研究 (1995). 奨励研究 (A), 橋本安弘：嫌気条件下でのチフス菌
Vi 抗原の発現調節機構の解析 (1994). 奨励研究 (A), 橋本安弘：チフス菌 Vi 抗原の VW 
変異の遺伝子解析 (1993)． 奨励研究 (A), 河村好章：レンサ球菌の新しい分類と同定方法
の確立に関する研究 (1996)． 
 厚生省・AIDS と日和見感染, 江崎孝行：敗血症の診断システム (1993－1995, 分担). 
 通産省・江崎孝行：微生物分類同手法の検討 (1993－1995, 分担). 
 日米医学協力結核専門部会， 江崎孝行：Mycobacterium avium complex と同定される菌
株のリボソーム RNA 塩基配列を使った分類と同定 (1994). 江崎孝行：リボソーム配列を
使った抗酸菌の同定検出方法. (1996)． 
 宇宙科学技術利用事業団， 江崎孝行：ミール内微生物相の計測に関する研究 (1996, 分



担). 
 臨床病理学研究振興基金研究奨励金， 山本啓之：高感度光量子検出計と化学発光による
病原細菌の定量的検出同定システム (1994). 
 岐阜大学学内連携プロジェクト＜植物生育促進微生物による植物全身抵抗性の誘導と減
農薬， 減肥料栽培の可能性＞， 山本啓之：微生物モニタリングシステム (1995， 分担). 
重点領域研究・全地球史解読， 山本啓之：初期地球の生態系モデルとしての温泉バイオマ
ット (1996)． 
 昭和報公会， 河村好章：病原微生物の系統分類と迅速診断法に関する研究 (1996)． 
 ヤクルト， 河村好章：レンサ球菌の系統分類学的研究 (1995)． 
  
衛生学講座 文部省・一般研究 B， 岩田弘敏：老人性痴呆発症の環境因子の探索と社会的
支援のモデル地区設定に関する研究 (1993－1994)． 
 厚生省・厚生科学研究費補助金 (地域保健対策総合研究事業)， 岩田弘敏：市町村保健婦
等の資質の向上に関する研究 (1994)， 岩田弘敏：学校保健・職域保健等と連携した地域保
健事業に関する研究 (1995)． 厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班， 岩田弘敏， 全
国の特発性門脈圧亢進症の患者の実態調査 (1993－1995)． 
 労働省・災害科学に関する委託研究， 岩田弘敏：手腕振動の量・反応に関する研究 (1993)． 
 その他・喫煙科学研究財団， 岩田弘敏：徳川旧藩でみた死因別死亡等健康指標の地理病
理学的研究 (1993－1994)． 名古屋公衆医学研究所集団検診開発助成金， 井奈波良一：血
清尿酸値と生活行動習慣の関係 (1993)． 高田晴子：心循環系に対する加速度脈波の有用性
に関する研究 (1994)． 井奈波良一：中高年期女性の脂質代謝に関わる要因の総合的研究 
(1995)． 
  
公衆衛生学講座 文部省・重点領域研究 (1), 清水弘之：日系米人の母国集団におけるがん
罹患率と環境因子 (1993－1995, 代表). 総括班, 清水弘之：コホート研究による発がん要
因の評価に関する研究 (1993－1996, 分担). 重点領域研究 (2), 川上憲人：職業性ストレス
に基づいた高度情報化関連職種の特性記述および分類に関する研究 (1994). 総合研究 (A), 
川上憲人：産業／環境神経行動学の方法論の開発と神経， 精神， 行動障害への適用に関す
る研究 (1995, 分担). 一般研究 (C), 川上憲人：一般住民のタバコ依存症の頻度， 危険因
子およびスクリーニング法に関する疫学的研究 (1994－1995). 基盤研究 (C), 川上憲人：
地域の高齢者におけるうつ病頻度および危険因子に関する疫学的研究 (1996). 
 厚生省・がん研究助成金, 清水弘之：喫煙関連がんの一次予防のための喫煙習慣への介入
に関する研究 (1993－1996, 分担). 心身障害研究, 清水弘之：少子化時代に対応した母子
保健事業に関する研究 (1993). 特定疾患, 清水弘之：難病の疫学調査研究 (1993－1995， 
分担). 地域保健対策総合研究事業, 清水弘之：大規模コホート設定等による保健サービス
効果測定に関する研究 (1995－1996, 代表). 長寿科学総合研究事業, 川上憲人：高齢者の



社会活動評価法に関する研究班 (1993－1995, 分担). 地域保健対策総合研究事業, 川上憲
人：保健サービスの到達水準に関する研究 (1994－1995, 分担). 
 その他・労働省, 川上憲人：作業関連疾患の予防に関する研究 (1995, 分担). 骨粗鬆症財
団研究助成金, 永谷照男：中高年女性の骨密度とその測定時， および過去 (5, 10, 15, 20 年
前) の生活習慣や血清生化学データとの関連性 (1996). ファイザーヘルスリサーチ振興財
団, 清水弘之：保健医療行動に影響を及ぼす健康観の日米比較 (1994). 
  
法医学講座 文部省・一般研究 (C)， 大谷 勲：乳幼児突然死症候群における肺臓での換
気障害に関する病理組織学的・超微形態学的研究 (1992－1994)． 一般研究 (C)， 武内康
雄：血液型物質のヒト組織における超微形態学的分布に関する研究 (1993－1995)． 奨励
研究 (A)， 松浦一也：アルデヒド還元酵素に関する法医中毒学的研究 (1993)． 奨励研究 
(A)， 松浦一也：ジヒドロジオール脱水素酵素のヒト肝臓および赤血球における酵素多型の
個人差の検討 (1995)． 
  
寄生虫学講座 文部省・一般研究 (B)， 高橋優三：旋毛虫症の免疫学的診断法の確立に関
する研究 (－1993， 分担). 文部省・国際学術 (共同研究)， 伊藤 亮：エキノコックス症,
嚢虫症の血清学的診断法に関する研究 (1994, 代表). 国際学術 (共同研究), 伊藤 亮：難
治性寄生虫病 (エキノコックス症， 嚢虫症) の分子・免疫生物学的研究 (1995－1996, 代
表)． 
 日本学術振興会, 高橋優三：実験動物における胆管癌の発生に関する超微形態的研究 
(1996－, 論博事業研究指導)． 
 その他・大山健康財団， 伊藤 亮： (1994 年, 代表)． 遺伝子工学に基づく,新しいエキ
ノコックス (多包虫) 症の免疫学的診断法の研究 (1995 年, 代表)． 上原記念財団， エキ
ノコックス症， 嚢虫症の早期診断， 予後モニタリング法としての新しい免疫・遺伝子診断
法の開発 (1996－1997, 代表)． 日産科学振興財団， アジアにおける伝統的食文化と人畜
共通寄生虫病との関わり 
  
内科学第一講座 文部省・総合研究 (A)， 武藤泰敏：肝壊死－再生の病態連携機構に関す
る研究 (1992－1994， 代表)． 重点研究 (Ⅰ)， 癌分化誘導療法に関する研究 (1995－， 
分担)． 一般研究 (C)， 森脇久隆：肝発癌監視， 抑制のレチノイドによる制御とその遺伝
子機構に関する研究 (1993－1995， 代表)． 基盤研究 (C)， レチノイドによる発癌制御， 
監視機構に関する研究 (1996－， 代表)． 一般研究 (C)， 大西弘生：肝壊死， 再生を反
復する亜急性肝不全モデルの作成に関する研究 (1993－1996， 代表)． 基盤研究 (C)， 杉
原潤一：急性肝不全における脳浮腫の発生機序と対策に関する研究 (1996－， 代表)． 基
盤研究 (C)， 奥野正隆：レチノイド拮抗剤による肝線維化抑制効果の研究 (1995－， 代
表)． 



 厚生省・特定疾患調査研究補助金， 武藤泰敏：難治性の肝炎に関する調査研究 (1992－， 
代表)． 特定疾患調査研究補助金， 森脇久隆：遅発性肝不全 (LOHF) に関する調査研究 
(1992－， 分担)． 特定疾患調査研究補助金， 武藤泰敏：難治性の肝炎に関する調査研究 
(1994－， 代表)． 特定疾患調査研究補助金， 森脇久隆：遅発性肝不全 (LOHF) に関す
る調査研究 (1994－， 分担)． がん研究助成金， 武藤泰敏：がんの発生と進展を修飾する
化合物の臨床応用への検討 (1992－， 代表)． がん研究助成金， 武藤泰敏：肝がんの発生， 
進展抑制 (1995－， 分担)． 厚生科学研究費， 武藤泰敏：HIV 感染者発症予防， 治療に
関する研究 (1993－， 分担)． 長寿科学総合研究， 武藤泰敏：老年者の免疫異常と感染症
に関する研究 (1992－， 分担)． 
  
内科学第二講座 文部省・一般研究 (B), 藤原久義：サイトカインである腫瘍壊死因子は冠
動脈粥腫の破裂， 血栓形成の成因として重要である (1993)． 一般研究 (B), 藤原久義：
PTCA 後の再狭窄にエンドセリンおよびその受容体遺伝子の発現が関与する－免疫組織な
らびに in situ hybridization を 用いた neointimal hyperplasia のメカニズムの解明－ 
(1994)． 一般研究 (B), 藤原久義：アポトーシスに対する生存因子である bcl-2 および遺
伝子が虚血心筋に発現する－ヒトの心筋梗塞およびウサギ心筋梗塞モデルを用いた解析－ 
(1995)． 一般研究 (C), 湊口信也, 浅野喜代治：静脈系の緊張調節における内皮由来血管
作動性物質の役割 (1995－1996)． 一般研究 (B), 藤原久義：PTCA 後の再狭窄にアポト
ーシスならびにその抑制因子が関与する (1996)． 基盤研究 (C), (2), 神原健治郎：重症心
不全に伴う肺水腫に発現するアポトーシスとその意義－促進因子と抑制因子およびそれら
の遺伝子の検討－ (1996－1997)． 
 日本循環器学会学術委員会研究班計画研究, 藤原久義：preconditioning のメカニズムと
臨床応用 (1994－1997)． 
内科学第三講座 厚生省特定疾患調査研究補助金， 安田圭吾：副腎ホルモン産生異常症に
関する研究 (1993－1995)． 
 日本女医会学術研究助成， 山本眞由美：糖質ステロイドホルモンによるインスリン抵抗
性の出現機序解明について－プロティンキナーゼ C (PKC) を中心に (1995)． 
  
外科学第一講座 文部省・一般研究 (C)， 広瀬 一：心筋電気インピーダンスを用いた心
筋保護効果判定法の実験的， 臨床的確立に関する研究 (1993－1994)． 基盤研究 (C)， 広
瀬 一：異種移植心拒絶反応機構の解析とその制御法の開発に関する実験的研究 (1995－
1996)． 一般研究 (C)， 村川真司：筋代謝性腎症群 (MNMS) の予防に関する実験的研究 
(1994－1995) 
一般研究 (C)， 酒井 聡：電気インピーダンス法による病的肝即ち慢性肝炎肝硬変の虚血
耐容能に関する研究 (1994－1995)． 一般研究 (C)， 千賀省始：肝硬変の進行度と硬変肝
の虚血潅流障害に関する実験的研究 (1994－1995)． 基盤研究 (C)， 不破誠行：誘電スペ



クトルの解析による心筋のリアルタイムなバイアビリティ評価法の確立 (1995－1996)． 
基盤研究 (C)， 佐々木栄作：フィードバックシステムを備えた複数の骨格筋が交互に駆動
する高効率な人工心臓システムの開発 (1996－1997)． 基盤研究 (C)， 森 義雄：開心術
における心筋保護モニタとしての誘電スペクトル解析法の確立と臨床応用 (1996－1997)． 
  
外科学第二講座 文部省・一般研究 (C)， 加藤元久：遊離肝細胞増殖法とその人工肝への
応用について (1993－1995)． 奨励研究 (A)， 川口順敬：癌遺伝子関連タンパク質発現程
度と宿主側反応から見た乳癌転移機序に関する検討 (1994)． 一般研究 (B)， 国枝克行：
PI-PLC による CEA 遊出現象を応用した胃癌潜在性腹膜播種性転移検出法の開発 (1994
－1996)． 奨励研究 (A)， 辻 恭嗣：ヒト消化器癌血行性転移における腫瘍， 宿主側要因
としての癌転移関連遺伝子の役割 (1995)． 基盤研究 (C)， 加藤元久：ヒト免疫機構構築 
SCID マウスを用いた hIL－12 のキラー活性増強法に関する研究 (1996－1998)． 
  
産婦人科学講座 文部省・一般研究 (A)， 玉舎輝彦：子宮内膜癌の発生・増殖におけるエ
ストロゲンやそのレセプター遺伝子機構に関する研究 (1992－1994)． 一般研究 (C)， 今
井篤志：ゴナドトロピン放出因子による顆粒膜細胞活性化の分子機構と生理学的意義の研
究 (1992－1994)． 一般研究 (B)， 今井篤志：ホルモン依存性腫瘍における GTP 結合蛋
白質共役受容体機能と遺伝子変異 (1995－1997)． 一般研究 (C)， 藤本次良：ホルモン特
にエストロゲン依存性子宮腫瘍および辺縁病変の発育増殖機構の研究 (1994－1995)． 一
般研究 (C)， 藤本次良：婦人科癌の浸潤と転移における内分泌関与の研究 (1996－1998)． 
一般研究 (C)， 横山康宏：婦人科癌における癌抑制遺伝子 p16 の発現と細胞増殖調節機
構 (1995－1997)． 一般研究 (C)， 丹羽憲司：DNA トポイソメラーゼを標的とする婦人
科癌化学療法の基礎的および臨床的研究 (1993－1994)． 一般研究 (C)， 飯田晃司：子宮
内膜癌で産生される間質細胞増殖抑制因子のアミノ産配列と遺伝子発現機構 (1993－
1994)． 奨励研究 (A)， 伊藤直樹：性ステロイドホルモンとアンチセンス遺伝子による婦
人科癌細胞株増殖制御 (1994)． 奨励研究 (A)， 丹羽憲司：高エストロゲンマウス内膜発
癌過程における fos jun 遺伝子発現の経時的解析 (1995)． 奨励研究 (A)， 丹羽憲司：子
宮内膜発癌抑制物質の検出とその分子生物学的機序の解明 (1996)． 奨励研究 (A)， 三鴨
廣繁：早産における病原微生物の意義 (1995)． 奨励研究 (A)， 三鴨廣繁：早産における
病原微生物の意義 (1996)． 奨励研究 (A)， 操 良：エストロゲン依存性婦人科疾患にお
ける性ステロイド結合蛋白の生物学的意義 (1995)． 奨励研究 (A)， 操 良：エストロゲ
ン依存性婦人科疾患における性ステロイド結合蛋白の生物学的意義 (1996)． がん重点研
究， 丹羽憲司：マウス内膜発癌過程における遺伝子異常と形態学的変化との関連 (1994， 
分担)． 
 その他・日母おぎゃー献金補助金， 玉舎輝彦：妊婦子宮頚管内細菌フローラやエンドト
キシンと関連した正期前陣痛・前期破水の予防に関する研究 (1995－1997)． 



  
整形外科学講座 文部省・科学研究費 (1995－1996) 一般研究 (C)， 糸数万正：(MRI 画
像からみた膝半月及び十字靭帯の動的観察) 07671580， 新しい技術開発シリーズにつなが
る研究． 和田栄二：加齢によるヒト筋力動作解析と臨床への応用及び磁気デジタイザーを
用いた動作解析しすてむの開発研究 (1996)． 一般研究， 大野貴敏：ユーイング肉腫にお
ける遺伝子治療の基礎的研究－アンチセンス EWS Fli-1 を導入して－ (1995－)． がん重
点研究, 大野貴敏：ユーイング肉腫における遺伝子治療の基礎的研究－キメラ遺伝子 EWS 
Fli-1, EWS erg に対するアンチセンスオリゴ DNA およびリボザイムの抗腫瘍効果の検討
－ 
  
脳外科学講座 文部省・奨励研究 (A)， 原 明：単一細胞ゲル電気泳動法による悪性脳腫
瘍の化学療法剤及び， 放射線感受性試験の開発 (1993)． 一般研究 (C)， 山田 弘：クモ
膜下出血後の脳槽脳脊髄液における脳血管攣縮惹起物質について (1992－1994)． 一般研
究 (C)， 坂井 昇：放射線増感化学療法と術中照射療法の併用による悪性 glioma の治療 
(1994－1995)． 一般研究 (C)， 安藤 隆：低酸素負荷における神経細胞内カルシウム濃
度変化に対する一酸化窒素のおよぼす影響 (1994－1996)． 
 厚生省・特定疾患ウィリス動脈輪閉塞症調査研究補助金， 山田 弘：ウィリス動脈輪閉
塞症の成因 (1985－1995, 分担)． 
  
眼科学講座 文部省・科学研究費補助金， 一般研究 (B)， 北澤克明：眼圧の変動に伴う視
神経， 網膜神経線維層の構造変化の量的解析とその発生機転の解明 (1993－1995)． 奨励
研究 (A)， 杉山和久：エンドテリンによる二相性眼圧変動に関する実験的研究 (1994)． 
一般研究 (C)， 山本哲也：緑内障手術療法の改良に関する臨床的および実験的研究 (1995
－)． 一般研究 (C)， 富田剛司：視野欠損を伴わない極早期正常眼圧緑内障の検出 (1995
－)． 奨励研究 (A)， 杉山和久：エンドセリンー 1 の眼圧血液房水柵に与える影響とその
眼圧動態及び受容体への結合状況 (1995)． 奨励研究 (A)， 谷口徹：眼圧調節にかけるエ
ンドセリンの病態生理学的役割に関する研究 (1995)． 基盤研究 (B) (2)， 北澤克明：緑
内障性視神経障害の発生と乳頭血流障害・微小血管障害の関連の解明 (1996－)． 奨励研究 
(A)， 谷口徹：前眼部レーザー治療後の眼圧上昇の機序とその予防における一酸化窒素 
(NO) の役割 (1996)． 
 厚生省・長寿科学総合研究， 北澤克明：視覚器加齢による障害の成因と治療 (1993)． 
  
耳鼻咽喉科学講座 文部省・重点領域研究, 宮田英雄， 水田啓介：人工現実感に関する基
礎的研究 (1995－1996, 分担). 一般研究 C, 宮田英雄：平衡機能向上における学習の研究 
(1993－1994). 一般研究 C, 宮田英雄：熟練の平衡生理学的研究 (1995－1996). 一般研究 
C, 宮田英雄, 水田啓介：宇宙適応症候群における前庭自律神経反射並びに前庭動眼反射の



役割について (1995－1996, 分担). 奨励研究 (A), 水田啓介：高齢者における直立姿勢障
害のメカニズムの検討 (1994). 
  
皮膚科学講座 文部省・一般研究 (B), 北島康雄：表皮－基底膜部接着構造分子／分散機序
と水疱症および角化異常症の発症病理 (1993－1994). 一般研究 (C), 清島真理子：強皮症
線維芽細胞におけるインテグリン α2β1 の細胞内分布異常の解明 (1993－1994). 一般研
究 (A), 北島康雄：水疱症, 角化症発症機序をモデルとした細胞骨格／細胞接着構造と機能
の分子医学的解析 (1995－1997). 一般研究 (C), 清島真理子：天疱瘡水疱形成機序におけ
るデスモソームカドヘリン抗原－抗体反応誘導シグナル (1995－1996). 基礎研究 (C) (2), 
高木 肇：創傷治療におけるプラスミノーゲン・アクチベータの役割の分子生物学的解析 
(1996－1997)． 
 厚生省・特定疾患稀少難治性皮膚疾患調査研究班, 北島康雄：(1993－1995). がん研究助
成金池田班, 北島康雄：(1994－1995). がん研究助成金斎田班, 北島康雄：(1996). 特定疾
患強皮症研究班, 前田 学：(1993－1995). 
 その他・日本皮膚科学会基礎医学研究費 (資生堂寄付), 清島真理子：強皮症線維芽細胞
におけるインテグリン α2β1 の細胞内分布異常の解明 (1993－1994). 日本リディアオリ
リー協会研究助成金， 清島真理子：ヒト表皮細胞における分化誘導シグナル伝達機構の解
明 (1992－1994). 日本リディアオリリー協会研究助成金， 清島真理子：天疱瘡水疱形成メ
カニズムにおけるデスモソーム抗原－抗体反応誘導シグナル伝達の関与 (1996). 
  
泌尿器科学講座 一般研究 (C), 坂 義人：尿道炎における Ureaplasma urealyticum の 
DNA 診断法の開発 (1991－1993)． 一般研究 (C), 河田幸道：尿路感染症における白血球
機能に関する研究 (1992－1994)． 奨励研究 (A), 石原 哲：発光分析法を用いた精子内 
ATP の定量法の確立 (1994)． 奨励研究 (A), 江原英俊：前立腺癌における androgen 
receptor の発現と変異に関する遺伝子解析 (1994)． 奨励研究 (A), 山本直樹：同種皮膚移
植拒絶反応のメカニズム (移植片を傷害する effector cell の同定) (1994)． 
 厚生省・がん研究助成金, 栗山 学：前立腺癌検診の妥当性に関する研究 (1994－1995, 
分担)． 奨励研究 (A), 山本直樹：移植拒絶反応時に出現する細胞傷害性マクロファージの
標的細胞特異性 ｢認識分子生物学的解析｣ (1995)． 一般研究 (C), 河田幸道：Mycoplasma 
genitalium の尿道炎における病原的意義の検討 (1995－1997)． 基礎研究 (C) (2), 出口 
隆：前立腺癌の進行, 再燃化におけるケラチノサイト増殖因子の役割について (分子生物学
的手法を用いた基礎的および臨床的検討) (1996－)． 厚生省・がん研究助成金, 栗山 学：
前立腺癌検診の妥当性に関する研究 (1996－, 分担)． 
  
神経精神医学講座 厚生省 若林愼一郎： ｢精神・神経疾患研究委託費｣ 2 指－15 (H 4 年
度)， 若林愼一郎： ｢児童・思春期における行動・情緒障害の成因と病態に関する研究 (主



任研究者：若林愼一郎)｣ (H 5. 3． 31 まで)， 植木啓文：厚生省精神・神経疾患研究費委
託 ｢感情障害の経過型からみた成因解明と治療法の開発｣ 分担研究者 (1994, 1995) 
  
小児科学講座 文部省・重点領域 (1)， 折居忠夫：単一遺伝子病の分子・細胞生物学的研
究 (1993､ 分担)． 試験研究 (2)， 折居忠夫：遺伝性ムコ多糖代謝異常症の乾燥尿濾紙を
用いたマススクリーニング法の開発 (1993)． 一般研究 (B)， 折居忠夫：先天代謝異常症
の病因遺伝子の同定－特にムコ多糖症， β－ケトチオラーゼ欠損症， ペルオキシソーム病
－ (1993－1994)． 一般研究 (C)， 近藤直実：先天性免疫不全症候群の成因に関する遺伝
子学的研究 (1993－1994)． 一般研究 (C)， 山口清次：β－ケトチオラーゼ欠損症の分子
機構と発症メカニズムに関する研究 (1993－1994)． 一般研究 (C)， 鈴木康之：ペルオキ
シソーム β 酸化系酵素欠損症の分子遺伝学的研究 (1994－1995)． 一般研究 (C)， 下澤
伸行：ペルオキシソーム病モデルマウス作製による病態解明に関する研究 (1994－1995)． 
一般研究 (C)， 近藤直実：原発性免疫不全症候群の病因遺伝子の解明に関する研究 (1995
－1996)． 基盤研究 (C) (2)， 鈴木康之：副腎白質ジストロフィーの発症機構に関する研
究 (1996－)． 基盤研究 (C) (2)， 下澤伸行：遺伝性ペルオキシソーム欠損症の病因解明
と遺伝子治療の基礎的検討に関する研究 (1996－)． 基盤研究 (C) (2)， 祐川和子：遺伝
性ムコ多糖代謝異常症の分子病態の解析－遺伝子治療の開発にむけて－ (1996－)． 奨励
研究 (A)， 下澤伸行：動物変異細胞を用いたペルオキシソーム欠損症の病因遺伝子のクロ
ーニング (1993)． 奨励研究 (A)， 戸松俊治：遺伝性ムコ多糖症の病因遺伝子のクローニ
ングと患者解析 (1994)． 奨励研究 (A)， 深尾敏幸：ミトコンドリアおよび細胞質アセト
アセチル－CoA チオラーゼ欠損症の病因解析 (1994)． 奨励研究 (A)， 深尾敏幸：先天性
ケトン代謝異常症の酵素診断と分子病態解析 (1995)． 奨励研究 (A)， 伊上良輔：B リン
パ球分化異常症における B リンパ球の分化に関する遺伝子学的解析 (1996)． 奨励研究 
(A)， 福田誠司：遺伝性ムコ多糖症ⅣA 型の病因解析と治療法開発の為の基礎研究 (1996)． 
奨励研究 (A)， 山田幸治：白血病および悪性リンパ腫の遺伝子解析と再発の早期診断への
応用 (1996)． 奨励研究 (A)， 深尾敏幸：先天性ケトン代謝， 脂肪酸β酸化系異常症の
酵素診断と分子病態解析 (1996)． 
 厚生省・小児医療委託研究， 折居忠夫：遺伝性疾患の診断における DNA 関連技術の利
用に関する研究 (1993， 分担)． 小児医療委託研究， 折居忠夫：遺伝性疾患の分子生物学
的研究とその診断治療に関する基礎的， 臨床的研究 (1994－， 分担)． 小児医療委託研究， 
近藤直実：小児アレルギー疾患の病因機序解明に関する研究 (1993－， 分担)． 小児医療
委託研究， 近藤直実：アレルギー素因に基づく小児難治性疾患の病因， 病態， 治療法に
関する基礎的， 臨床的研究 (1994－， 分担)． 精神神経疾患委託研究， 折居忠夫：中枢
神経障害を呈する遺伝性代謝病の病態解明と予防・治療に関する研究 (1993－1994， 分担)． 
精神神経疾患委託研究， 鈴木康之：中枢神経障害を呈する遺伝性代謝病の病態解明と予防・
治療に関する研究 (1995－， 分担)． 特定疾患調査研究， 折居忠夫：酵素障害調査研究 



(1993－1994， 分担)． 特定疾患調査研究， 近藤直実：免疫不全症候群調査研究 (1994， 
分担)． 特定疾患調査研究， 鈴木康之：酵素障害調査研究 (1995， 分担)． 心身障害研究， 
折居忠夫：マススクリーニングシステムの評価方法に関する研究 (1993， 分担)． 心身障
害研究， 折居忠夫：スクリーニングの新しい対象疾患に関する研究 (1994－1995， 分担)． 
心身障害研究， 祐川和子：スクリーニングの評価に関する研究 (1994－1995， 分担)． 厚
生科学研究， 折居忠夫：オーファンドラッグ開発研究 (1993－， 分担)． 予防接種研究， 
近藤直実：予防接種副反応の解析に関する研究 (1995－， 分担)． 
 環境庁・公害健康被害補償予防協会委託， 近藤直実：小児気管支喘息の発症背景因子に
関する研究 (1993， 分担)． 公害健康被害補償予防協会委託， 近藤直実：気管支喘息の免
疫遺伝に関する研究 (1993， 分担)． 公害健康被害補償予防協会委託， 近藤直実：気管支
喘息発症の予知予測のための因子の検索と検査手法の開発 (1994－， 分担)． 公害健康被
害補償予防協会委託， 折居忠夫：小児気管支喘息の運動療法に関する研究 (1994)． 公害
健康被害補償予防協会委託， 近藤直実：小児気管支喘息の運動療法に関する研究 (1995)． 
 その他・小野医学研究財団助成金， 折居忠夫 (1993)． 興和生命科学振興財団研究助成， 
鈴木康之 (1993)． 中山科学振興財団国際交流助成金， 鈴木康之 (1993)． 上原記念生命
科学財団研究奨励金， 下澤伸行 (1993)． 森永奉仕会研究奨励金， 下澤伸行 (1993)． 病
態代謝研究会研究奨励金， 下澤伸行 (1993)． 中山科学振興財団国際交流助成金， 深尾敏
幸 (1993)． 上原記念生命科学財団研究奨励金， 深尾敏幸 (1995)． 内藤記念生命科学財
団研究奨励金， 深尾敏幸 (1995)． 
  
放射線医学講座 厚生省・がん研究助成金， 土井偉誉：高齢者の胃がん検診の評価とその
効率向上に関する研究 (1993－1994)． 厚生省・がん研究助成金， 土井偉誉：胃がん検診
における個別検診の精度向上方策に関する研究 (1994－1995)． 
  
麻酔・蘇生学講座 文部省・一般研究 (C)， 下中浩之：タキヒニンの前駆体から見た痛み
の伝達機構 (1993)． 一般研究 (C)， 太田宗一郎：モルヒネ耐性および依存における脳内
オピオイド受容体の変化に対する研究 (1992－1995)． 一般研究 (C)， 飯田宏樹：心肺蘇
生後の脳血流維持におけるα2作動薬およびCa拮抗薬の作用に関する研究 (1992－1995)． 
奨励 (A)， 赤松 繁：経食道エコー図法・ドプラ法による麻酔及び陽圧呼吸に左心拡張機
能への影響 (1991－1996)． 奨励 (A)， 寺澤悦司：交感神経ブロックの低酸素症肺血管収
縮に及ぼす影響: 経食道心エコーによる検討 (1993)． 一般研究 (C)， 土肥修司：一酸化
窒素 (NO) および不活性ガス吸入時の呼吸・循環の反射性反応 (1994)． 奨励 (A)， 上田
宣夫：大動脈遮断・解除および二酸化炭素の脳・脊髄微小血管および肺血管に与える影響 
(1995)． 奨励 (A)， 竹田智雄：心臓交感神経ブロックが 123 I-MIGB 心筋像および心拍
変動におよぼす影響 (1995)． 奨励 (A)， 寺澤悦司：CGRP の肺血管におよぼす影響 N 
O の役割 (1995)． 奨励 (A)， 浅野斗志男：α2 アドレナリン作動薬の硬膜外投与による



鎮痛作用の検討 (1995)． 
  
臨床検査医学講座 文部省・試験研究 (B)， 野間昭夫：Lp (a) リポ蛋白の簡易・迅速測定
法及びイソ型測定法の開発並びに臨床への応用 (1992－1993)． 一般研究 (C)， 安部 彰：
Lp (a) リポ蛋白構造変異性と病態的意義に関する研究 (1994－1995)． 奨励研究 (A)， 斉
藤邦明：脳神経系疾患における組織修復と各種アポタンパク合成との関係 (1995)． 一般研
究 (B)， 野間昭夫：Lp (a) の急性相反応物質としての役割及び血管内皮・平滑筋細胞への
作用について (1995－1996)． 一般研究 (C)， 清島 満：高脂血症患者のアポ A－Ⅳ遺伝
子多型性に関する研究 (1995－1996)． 
 その他・臨床病理学研究振興基金研究奨励金， 清島 満：アポ A－Ⅳの生理的機能に関
する研究 (1993)． 笹川医学医療研究財団在日外国人留学生に対する研究助成金， 宋 樺：
血液及び脳脊髄液を用いたリポ蛋白 (a) 及びアポEの遺伝的関連性に関する研究 (1994)． 
  
口腔外科学講座 文部省・基盤研究 (C)， 川島光夫， 安岡 忠：上皮小体ホルモン受容体
を介する骨細胞のカルシュウム代謝制御機構に関する研究 (1996， 代表)． 一般研究 C， 
半田祐二朗：変形性顎関節症を実験モデル (羊) を用いての関節鏡所見と病理組織所見との
比較検討 (1994， 分担)． 一般研究 C， 半田祐二朗：変形性顎関節症モデル (羊) を用い
た関節円板切除に関する研究 (1994， 分担)． 一般研究 B， 半田祐二朗：ヒアルロン酸ナ
トリウムの変形性顎関節症発症に対する抑制効果 (1995， 分担)． 一般研究 C， 半田祐
二朗：羊顎関節症を用いての顎関節円板転位の発症とその進行過程に関する研究 (1995， 
分担)． 
 日本歯科医学会・日本歯科医学会テーマ研究， 歯科保健医療分野における国際協力の確
立に関する総合的研究 (1995， 分担)． 南オーストラリア州歯学教育研究基金， 半田祐二
朗：The Sheep Temporomandibular Joint Model， The Aso ANZAOMS Fund, (1994， 分
担)． 
 マレーシア保健省， 半田祐二朗：マレーシアにおける口腔粘膜疾患疫学調査 (1994， 分
担)． 
 厚生省・奨励研究 (A)， 藤塚秀樹：口腔癌モデルを用いて， カルコン類の発癌予防物質
としての可能性を検討する (1996， 代表)． 奨励研究 (A)， 市原秀記：骨肉腫に対する電
磁波の影響 (1993， 代表)． 
  
反射研究施設 文部省・重点研究, 松波謙一：ヘッドマウンテドディスプレイを使った人工
現実感とその客観的評価基準の作製 (1995－1996). 一般研究 (C), 松波謙一：リスザル脳
内神経活動記録法による宇宙適応症候群の中枢機序の解明 (1996－1997). 一般研究 (C), 
松波謙一：ネコ運動野交連性ニューロンに対する BABA AGABA B の作用機序差の研究 
(1994－1995). 一般研究 (C)， 佐竹裕孝：微小重力環境下における循環反応と前庭動眼反



射の相関について (1994)． 一般研究 (C), 佐竹裕孝：宇宙適応症候群における前庭自律反
射並びに前庭動眼反射の役割について (1995－1996)． 
 高度化推進特別経費 (研究科特別経費), 松波謙一：脳循環と脳細胞活動の相互作用の基
礎的研究―特に宇宙医学との関連において― (1995)． 
 磁気健康科学研究振興財団助成金, 松波謙一：強い定常磁場が神経系に及ぼす影響の基礎
的研究 (1995)． 
 宇宙基地利用基礎実験費, 松波謙一：リスザル脳内神経活動の記録による宇宙適応症候の
機構の解明 (1996)． 
 ブレインサイエンス振興財団助成金, 内藤栄一：PET を用いた運動関連高次脳機能地図
作製研究 (1996)． 
  
薬剤部 文部省・教育研究学内特別経費， 片桐義博：肝臓がんに対する動脈内注射用製剤
調製のための製剤学的検討 (1994)． 奨励研究 (B), 堀内 正：肝臓癌に対する多剤併用の
動脈内注射用製剤調製のための製剤学的検討 (1995)． 
 厚生省・厚生科学研究費, 片桐義博：再評価制度に基づく医薬品の品質確保に関する研究 
(1996－, 分担)． 
 その他・財団法人腎研究会, 第 18 回ヘパリン研究会研究助成金, 堀内 正：フルオレセ
イン標識化ヘパリンの分子量分画と高速排除クロマトグラフィによる測定 (1993)． 財団
法人腎研究会, 第 19 回ヘパリン研究会研究助成金, 堀内 正：フルオレセイン標識化ヘパ
リンの高速排除クロマトグラフィによる測定のための試料調製に関する検討 (1994)． 



４  学会活動 
 
◎ 学会の役員､委員等 
◎ 学会誌の編集委員等 
◎ 学会の主催(国内･国外)   (1993～1996 年) 



学会等における活動状況 (1993 年－1996 年) 

  
(１) 学術学会の役員， 委員等 
  
(解剖学第一講座) 
教 授 正村静子： 日本解剖学会 (評議員， 継続中)， 日本電子顕微鏡学会関西支部 (評
議員， 継続中)， 日本臨床電子顕微鏡学会 (評議員， 継続中) 
  
(解剖学第二講座) 
伊藤 和夫： 日本解剖学会 (評議員， 継続中), 日本神経科学会 (専門会員， 継続中)． 
藤田雅文： 日本神経科学会 (専門会員， 継続中)． 小野塚 實： 日本生理学会 (評議
員， 継続中), 日本神経科学会 (専門会員， 継続中)． 長崎 幸雄： 日本運動生理学会 
(評議員， 継続中), 日本生理学会 (評議員， 1996－) 
  
(生理学第一講座) 
教 授 森田啓之： 生理学会 (評議員， 1986－)， 自律神経学会 (評議員， 1986－)， 
臨床生理学会 (評議員， 1986－)， 病態生理学会 (評議員， 1991－)． 助教授 李 憲： 
薬理学会 (評議員， 1993－)． 講 師 渡邊和子： 生理学会 (評議員， 1988－)， 神経
科学会 (専門会員， 1989－)． 助 手 荒木陽子： 生理学会 (評議員， 1994 年－) 
  
(生理学第二講座) 
教 授 惠良聖一： 日本生理学会 (評議員， 継続中), 日本磁気共鳴医学会 (評議員， 継
続中), 日本分光学会東海支部 (支部幹事， 1993－), 日本病態生理学会 (評議員， 1994－)． 
助教授 桑田一夫： 日本生理学会 (評議員， 継続中), 日本磁気共鳴医学会 (評議員， 1995
－) 
  
(生化学講座) 
教 授 野澤義則： 日本医真菌学会 (理事， －1993), 日本医真菌学会 (理事長， 1994
－), 日本原生動物学会 (評議員， －1993), 日本原生動物学会 (会長， 1994－), 日本膜学
会 (副会長， 継続中), 日本生化学会 (評議員， －1993), 日本生化学会 (理事， 1994－
1996),日本細胞生物学会 (評議員， 継続中), 日本脂質生化学研究会 (幹事， 継続中), 日
本心脈管作動物質学会 (評議員， 1993－), 日本先天性代謝病学会 (評議員， 継続中), 国
際原生動物学会 (理事， 1992－)． 講 師 中島 茂： 日本血栓止血学会 (評議員， 1994
－), 日本アレルギー学会 (評議員， 1994－), 日本医真菌学会 (幹事， 1995－) 
 



 
(分子病態学講座) 
教 授 岡野幸雄： 日本生化学会 (評議員， 1993 年－) 
  
(薬理学講座) 
教 授 植松俊彦： 日本薬理学会 (評議員， 継続中), 日本臨床薬理学会 (評議員， 継続
中・総務委員， 継続中・認定制度委員， 継続中)． 助教授 小澤 修： 日本内分泌学会 
(評議員， 継続中)． 講 師 丹羽雅之： 日本薬理学会 (評議員， 継続中) 
  
(病理学第一講座) 
教 授 森 秀樹： 日本癌学会 (評議員， 継続中)， 日本病理学会 (評議員， 継続中)， 
日本毒性病理学会 (評議員， 継続中)， 日本毒科学会 (評議員， 継続中)． 助教授 田中
卓二： 日本病理学会 (評議員， 継続中)， 日本臨床細胞学会 (評議員， 継続中)， 日本
臨床細胞学会東海連合会 (幹事， 継続中)， 日本臨床細胞学会岐阜県支部 (支部長， 継続
中)． 助教授 杉江茂幸： 日本病理学会 (評議員， 継続中)， 日本臨床細胞学会 (評議
員， 継続中)． 講 師 吉見直己： 日本病理学会 (評議員， 継続中)， 日本臨床細胞学
会 (評議員， 継続中) 
  
(病理学第二講座) 
教 授 高見 剛： 病理学会 (評議員， 継続中)， 免疫学会 (運営委員， －1993) 
  
(微生物学講座) 
教 授 江崎孝行： 日本細菌学会 (評議員， 1993－), 日本細菌学会 (用語委員， 1993－), 
日本細菌学会 (日中微生物学委員， 1993－), 日本微生物資源学会 (理事， 1993－), 臨床
微生物学会 (理事， 1996－), 臨床微生物学会 (診断薬評価委員長， 1996－), 日本環境感
染学会 (評議員， 1993－), 日本感染症学会 (評議員， 1993－), 日本レジオネラ協議会 
( 幹 事，  1993 － ), International Committee on Systematic Bacteriology (1993 － ), 
Subcommittee of the Taxonomy of Staphylococcus and Streptococcus (1993－), International 
members of Mycobacterium working group of Taxonomy (1993－), 日米結核専門部会 (委
員， 1993－1995),日米コレラ専門部会 (会員， 1996－) 
  
(衛生学講座) 
教 授 岩田弘敏： 日本公衆衛生学会 (理事・評議員， 継続中)， 日本衛生学会 (評議
員， 継続中)， 日本産業衛生学会 (理事・評議員， 継続中)， 日本災害医学会 (評議員， 
継続中)， 日本温泉気候物理医学会 (評議員， 継続中)， 日本総合健診医学会 (評議員， 
継続中)． 助教授 井奈波良一：日本衛生学会 (評議員， 継続中)， 日本民族衛生学会 (評



議委員， 継続中)， 日本産業衛生学会 (評議員， 1996－)， 日本温泉気候物理医学会 (評
議員， 1995－) 
  
(公衆衛生学講座) 
教 授 清水弘之： 日本公衆衛生学会 (評議員， 1994－1996),日本産業衛生学会 (評議
員， 1996－)， 日本衛生学会 (評議員， 継続中), 日本疫学会 (評議員， 継続中), 日本が
ん疫学研究会 (評議員， 継続中), 日本癌学会 (評議員， 1994－)． 助教授 川上憲人： 日
本公衆衛生学会 (評議員， 1994－1996),日本衛生学会 (評議員， 1994－), 日本産業衛生
学会 (評議員， 継続中), 日本産業ストレス学会 (理事， 1996－), 日本産業精神保健学会 
(理事， 1994－), 日本ストレス学会 (理事， 1994－), 日本行動医学会 (理事， 1994－)． 
助 手 永谷照男： 日本産業衛生学会 (評議員， －1995) 
  
(法医学講座) 
教 授 大谷 勲： 日本法医学会 (理事， －1995)， 日本法医学会 (庶務委員， －1995)， 
日本法医学会 (評議員， 継続中)， 日本賠償医学会 (評議員， 継続中)． 助教授 武内康
雄： 日本法医学会 (評議員， 継続中)， 法医病理研究会 (運営委員， 1993－)． 助 手 
永井 淳： 日本毛髪美容学会 (評議員， 継続中) 
  
(寄生虫学講座) 
教 授 高橋優三： 日本寄生虫学会 (評議員)， 日本衛生動物学会西日本支部 (幹事)， 
International Commission on Trichinellosis (active member)． 助教授 伊藤 亮： 日本
寄生虫学会 (評議員， 1995－) 
  
(内科学第一講座) 
教 授 武藤泰敏： 日本内科学会 (理事， 1994－1996)， 日本消化器病学会 (理事， 1993
－)， 日本肝臓学会 (理事， 1990－1994)， 日本ビタミン学会 (理事， 1987－)， 日本臨
床代謝学会 (理事， 1988－)， 日本栄養・食糧学会 (理事， 1990－1992)， 日本内科学会 
(評議員， 1982－)， 日本アルコール医学会 (評議員， 1981)， 日本臨床栄養学会 (評議
員， 1979－)， 日本老年医学会 (評議員， 1988－)， 日本癌学会 (評議員， 1993－)． 助
教授 森脇久隆： 日本消化器病学会 (評議員， 1992－)， 日本肝臓学会 (評議員， 1994
－)， 日本臨床代謝学会 (評議員， 1991－)． 
講 師 大西弘生： 日本消化器病学会 (評議員， 1992－) 
  
(内科学第二講座) 
教 授 藤原久義： 日本循環器学会 (評議員・財務幹事， 継続中)， 日本内科学会 (評
議員， 継続中)， 日本動脈硬化学会 (評議員， 1995－)， 日本臨床生理学会 (評議員， 1995



－)， 日本冠疾患学会 (評議員， 1995－)． 助教授 後藤絋司： 日本胸部疾患学会 (評
議員)． 日本臨床生理学会 (評議員)， 日本静脈学会 (評議員・編集委員)． 講 師 神原
健治郎： 日本臨床生理学会 (評議員)， 日本内科学会東海地方会 (評議員)， 日本循環器
学会東海地方会 (評議員) 
  
(内科学第三講座) 
教 授 安田圭吾： 日本内科学会 (評議員， 1994－)， 日本内科学会東海支部 (幹事， 
1994－)， 日本内科学会 (認定医制度審議会委員， 1994－)， 日本内分泌学会 (評議員， 
1984－)， 日本糖尿病学会 (評議員， 1987－)， 日本老年病学会 (評議員， 1996－)， 日
本心血管内分泌代謝学会 (評議員， 1996－)， 日本内分泌学会ステロイドホルモン分科会 
(評議員， 1996－)． 助教授 石塚達夫： 日本内科学会東海地方会 (評議員， 1995－)， 
日本内分泌学会 (評議員， 1988－)， 日本糖尿病学会 (評議員， 1987－)． 講 師 武田
則之： 日本内科学会東海地方会 (評議員， 1995－)， 日本内分泌学会 (評議員， 1988
－)， 日本糖尿病学会 (評議員， 1991－) 
  
(外科学第一講座) 
教 授 広瀬 一： 日本外科学会 (評議員， 1990－)， 日本胸部外科学会 (評議員， 1981
－)， 日本心臓血管外科学会 (評議員)， 日本移植学会 (評議員， 1988－)， 日本循環器
学会 (評議員， 1989－)， 日本脈学学会 (評議員， 1990－)， 日本人工臓器学会 (評議員， 
1991－)， 日本臨床外科学会 (評議員， 1989－)， 日本呼吸器外科学会 (評議員， 1996
－)， 日本血管外科学会 (評議員， 1993－)． 助教授 鬼束惇義： 日本消化器外科学会 
(評議員， 1985－)， 日本外科学会 (評議員， 1994－1996)， 日本臨床外科医学会 (評議
員， 1988－)， 日本大腸肛門病学会 (評議員， 1991－)， 日本移植学会 (評議員， 1991
－)， 日本肝・胆・膵外科学会 (評議員， 1994－)． 講 師 不破誠行： 日本胸部外科
学会 (評議員， 1995－)． 助教授 (救急部) 林 勝知： 日本大腸肛門病学会 (評議員， 
1983－)． 助 手 酒井 聡： 日本呼吸器外科学会 (評議員， 1994－) 
  
(外科学第二講座) 
教 授 佐治重豊： 日本外科学会 (評議員， 1986－)， 日本消化器外科学会 (評議員・
理事， 1988－)， 日本癌学会 (評議員， 1996－), 日本癌治療学会 (評議員・理事， 1986
－)， 日本臨床外科医学会 (評議員， 1985－)， 日本 BRM 学会 (評議員・理事， 1988)， 
日本小児外科学会 (評議員， 1982－)， 日本大腸肛門病学会 (評議員， 1986－)， 日本外
科系連合学会 (評議員， 1988)， 日本腹部救急医学会 (評議員， 1990)， 日本肝胆膵外科
学会 (評議員， 1994)， 日本低温医学会 (評議員， 1986)， 日本緩和医療学会 (評議員， 
1996)， がん集学的治療研究財団 (評議員， 1992)， 胃癌研究会 (世話人)， 癌免疫外科
研究会 (世話人)， 癌治療と病態研究会 (世話人)， がん転移研究会 (世話人)， 癌局所療



法研究会 (世話人)， 日本小児ストマ研究会 (世話人)， 日本小児消化管機能研究会 (幹事)， 
日本消化器癌発生研究会 (世話人)， がんとリンパ節研究会 (世話人)． 助教授 深田代造： 
日本外科学会 (評議員， 1996)， 日本臨床外科医学会 (評議員， 1996)． 講師 宮 喜一： 
日本 BRM 学会 (評議員， 1996－)， 日本臨床外科医学会 (評議員， 1996)， 日本癌治
療学会 (評議員)． 助 手 杉山保幸： 日本 BRM 学会 (評議員， 1996－) 
 
(産婦人科学講座) 
教 授 玉舎輝彦： 日本産科婦人科学会 (理事， 1995－1996)， 日本母性衛生学会 (理
事， 継続中)， 日本不妊学会 (評議員， 継続中)， 日本思春期学会 (会長， 1994・理事， 
継続中)， 日本内分泌 (評議員， 継続中)， 日本東洋医学会 (評議員， 1993－)， 日本癌
治療学会 (評議員， 継続中)， 日本婦人科悪性腫瘍化学療法学会 (理事， 1993－)， 日本
化学療法学会 (評議員， 継続中)， 日本感染症学会 (評議員， 1995－)， 日本更年期学会 
(評議員， 1994－)， 日本産婦人科・新生児血液学会 (評議員， 継続中)， 東海産科婦人
科学会 (理事， 継続中)． 助教授 今井篤志： 日本産科婦人科学会 (評議員， 1994－)， 
日本不妊学会 (評議員， 1993－)， 東海産科婦人科学会 (評議員， 1994－)， 講 師 藤
本次良： 日本内分泌学会 (評議員， 1993－)． 助 手 川鰭市郎：日本産科婦人科 ME 
懇話会 (幹事， 1993－)， 日本産婦人科新生児・血液学会 (評議員， 1994－)， 日本超音
波医学会中部支部 (運営委員， 1993－)． 助 手 丹羽憲司： 日本癌治療学会 (評議員， 
1995－)． 助 手 三鴨廣繁： 日本化学療法学会 (評議員， 1995－)， 日本感染症学会 
(評議員， 1995－) 
  
(整形外科学講座) 
助教授 糸数万正： 日本整形外科学会 (認定医試験口頭試験委員)， 日本リウマチ学会 
(評議員・指導医)， 日本臨床リウマチ学会 (評議員)， 日本リウマチ関節外科学会 (評議
員)， 日本股関節学会 (評議員)， 日本結合組織学会 (評議員)， 日本輸血学会東海支部 (評
議員)， 中部日本整形災害外科学会 (評議員)， 中部リウマチ学会 (評議員)， 関西関節鏡・
膝研究会 (幹事)， 東海関節外科研究会 (幹事)， 岐阜人工股関節フオーラム (幹事)， 岐
阜整形外科集談会 (幹事， 事務局)， 中部日本整形外科災害外科学会 (評議員， 1992－)， 
東海脊椎外科研究会 (幹事， 1990－)， 東海小児整形外科研究会 (幹事， 1990－) 
  
(脳外科学講座) 
教 授 坂井 昇： 日本脳神経外科学会 (評議員， 1975－)， 日本脳卒中学会 (評議員， 
継続中)， 日本脳循環代謝学会 (評議員)． 助教授 安藤 隆： 日本脳神経外科学会 (評
議員， 1981－)， 日本脳卒中学会 (評議員， 継続中)． 講 師 西村康明： 日本脳神経
外科学会 (評議員， 1984)． 講 師 篠田 淳： 日本脳神経外科学会 (評議員， 1987) 
  



(眼科学講座) 
教 授 北澤克明： 国際緑内障学会 (会長， 1995－)， 国際視野学会 (副会長， 1995
－)， アジア・オセアニア緑内障学会 (会長， 1996－)， 日本眼科学会 (理事， 継続中)， 
日本眼科手術学会 (理事， 継続中)， 日本緑内障学会 (理事， 継続中)， 日本眼薬理学会 
(理事， 継続中)， 日本眼 ME 学会 (理事， 継続中)， 日本レーザー治療学会 (評議員， 
継続中)， ニュージーランド眼科学会 (名誉会員， 継続中)， チリ眼科学会 (名誉会員， 
継続中)， イタリア緑内障学会 (名誉会員， 継続中)， The Member of The Committee on 
International Members of American Academy of Ophthalmology (USA) (継続中)， Helen 
Keller prize (USA) (選考委員)． 助教授 山本哲也： 日本緑内障学会 (評議員， 継続中) 
  
(耳鼻咽喉科学講座) 
教 授 宮田英雄： 日本耳鼻咽喉科学会 (評議員， 継続中・専門医認定試験委員， 1995
－)， 日本平衡神経科学会 (評議員， 継続中・運営委員， 継続中)， 日本耳科学会 (評議
員， 継続中)， 日本鼻科学会 (評議員， 継続中)， 日本口腔咽頭科学会 (評議員， 継続
中)， 日本喉頭科学会 (評議員， 継続中)， 日本気管食道科学会 (評議員， 継続中)， 日
本頭頸部外科学会 (評議員， 継続中)， 耳鼻咽喉科臨床学会 (運営委員， 継続中)， 日本
耳鼻咽喉科感染症研究会 (運営委員， 継続中)， 耳鼻咽喉科リハビリテーション医学研究
会 (会長， －1996)， 耳鼻咽喉科と老化の研究会 (世話人， 継続中)， 日本耳鼻咽喉科学
会中部地方部会連合会 (評議員， 継続中)， 日本耳鼻咽喉科学会東海地方部会 (運営委員， 
継続中)， 東海めまい平衡障害研究会 (世話人， 継続中)， 東海メニエール病研究会 (代
表世話人， 1995－)， 東海咽喉頭異常感症研究会 (世話人， 継続中)， 東海耳鼻咽喉科生
体防御研究会 (世話人， 1994－)， 東海花粉症研究会 (顧問， 継続中)． 助教授 鈴木智
雄： 日本耳鼻咽喉科学会 (評議員， 継続中)， 日本耳鼻咽喉科学会中部地方部会連合会 
(評議員， 継続中)， 日本耳鼻咽喉科学会東海地方部会 (運営委員， 継続中)， 東海咽喉頭
異常感症研究会 (世話人， 継続中)． 講 師 伊藤八次： 耳鼻咽喉科情報処理研究会 (幹
事， 継続中)， 日本耳鼻咽喉科学会東海地方部会 (運営委員， 継続中)． 講 師 水田啓
介： 日本平衡神経科学会 (評議員， 1994－)， 東海花粉症研究会 (世話人， 継続中)， 
東海メニエール病研究会 (幹事， 1995－) 
  
(皮膚科学講座) 
教 授 北島康雄： 日本研究皮膚科学会 (理事・事務総長， 1995－)， 日本皮膚科学会 
(評議員， 継続中)， 日本医真菌学会 (評議員， 継続中)， 日本乾癬学会 (評議員， 継続
中)， 日本電顕皮膚生物学会 (運営委員， 継続中)， 日本結合織学会 (評議員， 継続中)， 
第 95, 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 (プログラム委員， 継続中)． 助教授 前田 
学： 日本研究皮膚科学会 (幹事， 1995－)， 日本結合織学会 (評議員， 継続中)， 日本
東洋医学学会東海支部 (評議員， 継続中)． 講 師 清島真理子： 日本研究皮膚科 (評



議員， 1996－) 
  
(泌尿器科学講座) 
教 授 河田幸道： 日本泌尿器科学会 (評議員・専門医制度審議会委員・卒後・生涯教育
実行委員会委員， 継続中)， 日本化学療法学会 (理事・評議員・薬効評価法制定委員会泌
尿器系委員会委員長・西日本支部幹事， 継続中)， 日本感染症学会 (評議員， 継続中)， 
日本腎臓学会 (評議員， 継続中)， 尿路感染症研究会 (幹事， 継続中)， International 
Symposium on UTI (Co-chairman， 継続中)， 東海泌尿器科腫瘍研究会編集委員会 (委員
長， 継続中)， 泌尿器科細胞解析研究会 (世話人， 継続中)． 助教授 坂 義人： 日本
泌尿器科学会 (評議員・尿路感染症臨床試験ガイドライン作成委員会委員， 継続中)， 日
本化学療法学会 (評議員・雑誌編集委員会委員・新薬委員会委員・用語集改訂委員会常任委
員・抗菌薬臨床評価法制定委員会委員， 継続中)， 日本化学療法学会西日本支部 (幹事， 
継続中)， 日本感染症学会 (評議員， 継続中)， 日本感染症学会中日本支部 (評議員， 継
続中)， 日本 EE 学会 (評議員， 継続中)， 日本環境感染学会 (評議員， 継続中)， 日本
性感染症学会 (評議員， 継続中)， 尿路感染症研究会 (幹事， 継続中)． 講 師 栗山 学： 
日本泌尿器科学会 (Voting Member， 継続中)， 日本化学療法学会 (評議員， 継続中)， 
日本移植学会 (評議員， 継続中)， 日本透析療法学会 (評議員， 継続中)， 日本腎移植・
血管外科研究会 (世話人)． 講 師 出口 隆： 日本泌尿器科学会 (Voting Member， 継
続中)， 日本化学療法学会 (評議員， 継続中)， 日本性感染症学会 (評議員， 継続中)， 泌
尿器科細胞解析研究会 (幹事， 継続中)． 講 師 石原 哲： 日本泌尿器科学会 (Voting 
Member， 継続中)， 日本化学療法学会 (評議員， 継続中)． 助 手 高橋義人： 日本
泌尿器科学会 (Voting Member， 継続中) 
  
(神経精神医学講座) 
名誉教授 若林愼一郎： 日本児童青年精神医学会 (理事長， －1994 年)， 日本小児精神
神経医学会 (理事， 継続中)， 日本心身医学会 (評議員， 継続中)， 日本発達障害学会 (評
議員， 継続中)， 世界矯正医学司法学会 (1994年世界会議組織委員会副会長， －1994年)． 
教 授 小出浩之： 日本精神神経学会 (評議員， －1994 年)， 日本精神病理学会 (評議
員， 継続中)， 日本児童青年精神医学会 (評議員， 継続中)， 日本アルコ－ル精神医学会 
(評議員， 継続中)， 日本心身医学会中部地方会 (評議員， 継続中)． 講 師 高岡 健： 
日本精神神経学会 (評議員， 継続中)， 日本児童青年精神医学会 (評議員， 継続中)， 日
本児童青年精神医学会 (理事， 1994－)， 日本総合病院精神医学会 (評議員， 1994－)， 
第 1 回アジア児童青年精神医学会 (組織委員， 1995－)， 日本精神病理学会 (第 16 回大
会運営委員， －1994)． 高橋隆夫： 日本精神神経学会 (評議員， 1994－)． 助 手 柴
田明彦： 日本児童青年精神医学会 (評議員， 1994－) 
  



 
 
(小児科学講座) 
名誉教授 折居忠夫： 日本先天代謝異常学会 (理事・評議員， 継続中)， 日本小児神経
学会 (評議員， 継続中)， 日本小児遺伝医学会 (理事， 継続中)， 日本結合組織学会 (理
事， 継続中)， 日本未熟児新生児学会 (評議員， 継続中)， 日本新生児学会 (評議員， 継
続中)， 日本医用マススペクトル学会 (評議員， －1996)． 教 授 近藤直実： 日本小
児科学会 (評議員， 継続中)， 日本アレルギー学会 (評議員， 継続中)， 日本小児アレル
ギー学会 (理事・評議員， 継続中)． 助教授 鈴木康之： 日本先天代謝異常学会 (評議
員， 1993－)， 日本人類遺伝学会 (評議員， 継続中)， 日本小児神経学会 (評議員， 1996
－)， 日本小児遺伝医学会 (幹事， 継続中)． 講 師 下澤伸行： 日本人類遺伝学会 (評
議員， 継続中)． 助 手 高橋幸利： 日本人類遺伝学会 (評議員， －1995)． 助 手 祐
川和子： 日本結合組織学会 (評議員， 継続中) 
 
(放射線医学講座) 
教 授 星 博昭： 日本医学放射線学会 (評議員， 1993－)，日本医学放射線学会・中部
地方会 (世話人， 1995－)，日本核医学会 (評議員， 1993－)．名誉教授 土井偉誉： 日
本医学放射線学会 (評議員， 1993－)，日本医学放射線学会・中部地方会 (世話人， 1993
－1995)，日本消化器病学会 (評議員，1993－)，日本消化器病学会・東海支部 (評議員， 
1993－)，日本消化器集団検診学会 (監事・評議員，1993－)，日本消化器集団検診学会 (東
海・北陸支部長， 1993－1996)，日本磁気共鳴学会 (評議員，1993－)，日本画像医学会 (評
議員， 1993－)，胃癌研究会 (世話人， 1993－)．助教授 後藤裕夫： 日本消化器集団検
診学会 (評議員， 1993－)．助教授 梶浦雄一： 東海放射線腫瘍研究会 (世話人， 1996
－) ．講 師 松井英介： 日本気管支学会 (評議員， 1993－)，日本気管支学会・中部支
部会 (評議員， 1993－)，日本肺癌学会 (評議員， 1993－)，中部肺癌学会 (評議員， 1993
－)，日本胸部疾患学会・東海地方学会 (評議員， 1993－)，肺癌診断会 (世話人， 1993－)，
中部地区胸部内視鏡懇談会 (代表世話人， 1995－)．講 師 山脇義晴： 中部 IVR 研究
会 (幹事， 1993－)． 
 
(麻酔・蘇生学講座) 
教 授 土肥修司： 日本麻酔学会 (評議員， 1989－)， 世界麻酔学会 (誘致委員， 1995
－・英文誌編集委員， 1995－・麻酔指導医認定委員， 1996－)， 日本臨床モニター学会 
(評議員， 1995－)， 日本医療帰省支援システム (幹事， 1996－)， 日本臨床麻酔学会 (評
議員， 1995－)， 日本集中治療学会 (評議員， 1989－)， 日本ペインクリニック学会 (評
議員， 1994－)， 日本ペインクリニック学会 (機関誌編集委員会， 1995－)， 日本麻酔・
薬理学会 (理事， 1993－)， 日本蘇生学会 (理事・評議員， 1995－)， 日本循環制御医学



会 (評議員， 1996－)， 日本手術部医学会 (評議員， 1995－)， 日本小児学会 (理事， 
1996－) 
 
 
(臨床検査医学講座) 
教 授 野間昭夫： 日本臨床病理学会 (評議員)， 日本臨床化学会 (評議員)， 日本老年
医学会 (評議員)， 日本動脈硬化学会 (評議員)， 日本脂質生化学研究会 (幹事)， 日本臨
床検査自動化学会 (評議員)， 日本輸血学会東海支部会 (評議員)． 助教授 下川邦泰： 日
本臨床病理学会 (評議員)， 日本病理学会 (評議員)， 日本外科病理学会 (プログラム委員
会委員)． 講 師 (1994. 3 まで) 安部 彰： 日本臨床病理学会 (評議員)， 日本臨床化
学会 (評議員)， 日本薬理学会 (評議員)， 日本臨床検査自動化学会 (評議員)， 日本生物
試料分析学会 (評議員)， 日本臨床病理学会標準委員会 SI 単位小委員会 (委員)． 講 師 
清島 満： 日本臨床病理学会 (評議員)， 日本動脈硬化学会 (評議員)， 日本臨床化学会 
(評議員)， 日本臨床検査自動化学会 (評議員)． 助 手 斉藤邦明： 日本トリプトファ
ン研究会 (評議員) 
  
(口腔外科学講座) 
講 師 半田祐二朗： 日本口腔外科学会 (渉外委員会委員) 
  
(反射研究施設) 
教 授 松波謙一： 日本生理学会 (評議員， 継続)， 日本神経科学会 (評議員， 継続)， 
日本宇宙航空環境学会 (評議員， 継続)， 日本生体磁気学会 (評議員， 継続)， Aerospace 
Medical Association (継続)， International Brain Research Organization (IBRO， 継続)， 
日本宇宙生物学会 (評議員， 継続)， 非侵襲脳機能研究会 (幹事， 継続)， 日本宇宙生物
学会 (会計監査， 継続中)． 助教授 川島 卓： 日本生理学会 (評議員， 継続)， 日本
神経科学会 (継続)， 日本神経回路学会 (継続)， Society for Neuroscience (継続)． 講 師 
佐竹裕孝： 日本生理学会 (評議員， 継続)， 日本宇宙航空環境学会 (評議員， 継続)， 
日本神経科学学会 (継続)， 日本宇宙生物学会 (継続)， 日本マイクログラビティ応用学会 
(継続)， Society for Neuroscience (継続)， Aerospace Medical Association (継続)， The 
New York Academy of Sciences (継続)， American Association for the Advancement of 
Science (継続)． 助 手 内藤栄一： 日本生理学会 (継続)， 日本心理学会 (継続)， 日
本神経科学会 (継続)， 日本体育学会 (継続) 
  
(嫌気性菌実験施設) 
教 授 渡辺邦友： 日本細菌学会 (評議員， 1993－)， 日本感染症学会 (評議員， 1985
－)， 日本化学療法学会 (評議員， 1984－・MIC 測定法検討委員会， 1992－)， 日本臨



床微生物学会 (評議員， 1991－・幹事， 1991－1995・理事， 1996－・編集委員， 1991
－1993)， 日本臨床病理学会 (評議員， 1990－)， 嫌気性菌感染症研究会 (運営委員， 継
続中)， 臨床微生物迅速診断研究会 (幹事， 1987－・編集委員， 1987－)， Journal of 
Infection and Chemotherapy (Editorial board， 1995－)． 助教授 加藤直樹： 日本細菌
学会 (評議員， 1993－)， 日本感染症学会評議員 (1985－)， 日本化学療法学会 (評議員， 
1987－・新薬委員， 1993－1994)， 日本感染症学会 (1988－)， 日本臨床微生物学会 (1990
－)． 助 手 加藤はる： 日本感染症学会 (評議員， 1995－) 
  
(動物実験施設) 
杉江茂幸： 日本病理学会 (評議員， 継続中・認定病理医)， 日本臨床細胞学会 (評議員， 
継続中・細胞診指導医)， International Academy of Cytology， Fellow of International 
Academy of Cytology (FIAC)， 日本臨床病理学会 (認定臨床検査医)， 日本毒性病理学会 
(認定毒性病理専門家) 
  
(輸血部) 
講 師 大塚節子： 日本輸血学会 (評議員， 1992－)， 日本輸血学会東海支部会 (幹事， 
1992－) (薬剤部) 
教 授 片桐義博： 日本臨床薬理学会 (評議員， 1995－)， 日本病院薬学会 (評議員， 
1996－)， 日本 TDM 学会 (評議員， 1996－) 



学会誌の編集委員等 

  
(解剖学第一講座) 
教 授 正村静子： Clinical Anatomy (編集委員)， American Association of Clinical 
Anatomists & the British Association of Clinical Anatomists 
  
(生化学講座) 
教 授 野澤義則： Molecular Membrane Biology (編集委員)， Biophysica et Biochimica 
Acta (編集委員), Review of Biomembranes (編集委員)， Chemistry and Physics of Lipids (編
集委員), Platelets (編集委員)， Journal of Medical and Veterinary Mycology (編集委員)， 
Journal of Eukaryotic Microbiology (編集委員)， European Journal of Protistology (編集委
員)， Journal de Mycologie Medicale (編集委員)， 日本膜学会誌 (編集委員) 
  
(薬理学講座) 
教 授 植松俊彦： Therapeutic Drug Monitoring (編集委員)， Drugs & Therapy 
Perspectives (編集委員)， 老年消化器病 (編集委員) 
  
(微生物学講座) 
教 授 江崎孝行： Microbiology and Culture Collection (編集委員)， J. General and 
Applied Microbiology (編集委員)， Microbiology and Immunology (編集委員)， Asia Pacific 
Journal of Molecular Biology and Biotechnology (編集委員) 
  
(衛生学講座) 
教 授 岩田弘敏： 日本公衆衛生雑誌 (編集委員)， 産業衛生学雑誌 (編集委員) 
  
(公衆衛生学講座) 
教 授 清水弘之： Japanese Journal of Cancer Research (編集委員)． 助教授 川上憲人：
American Journal of Health Behavior (編集委員)， International Journal of Behavioral 
Medicine (編集委員)， 日本衛生学雑誌および Environmental Health and Preventive 
Medicine (編集委員)， タイプ A (編集委員) 
  
(法医学講座) 
教 授 大谷 勲： 日本法医学雑誌 (編集委員)． 助教授 武内康雄： 法医病理 (編集
委員) 
 



 
(内科学第一講座) 
教 授 武藤泰敏： 日本消化器病学会雑誌 (編集委員会副委員長)， Gastroenterol Jpn (編
集委員会副委員長)， 日本栄養食糧学会雑誌 (編集委員)， J Cancer Res Clin Oncol (編集
委員)， Jpn J Clin Oncol (編集委員)， J Gastroenterol Hepatol (編集委員) 
  
(外科学第一講座) 
教 授 広瀬 一： 移植 (編集委員)， 日本胸部外科学会誌 (編集委員) 
  
(外科学第二講座) 
教 授 佐治重豊： 日本外科学会雑誌 (SURGERY TODAY) (編集員)， 日本消化器外科
学会雑誌 (編集員)， 日本外科系連合学会雑誌 (編集員)， Biotherapy (編集員) 
  
(産婦人科学講座) 
教 授 玉舎輝彦： 日本産科婦人科学会 (編集企画委員会委員)， 日本内分泌学会 (刊行
委員)， 日本東洋医学会 (編集委員)， Oncology & Chemotherapy (編集委員)． 助教授 今
井篤志： Oncology Reports (編集委員) 
  
(整形外科学講座) 
助教授 糸数万正： 中部日本整形災害外科学会 (編集委員)， 岐阜県整形外科集談会 (編
集委員) 
  
(眼科学講座) 
教 授 北澤克明： Ophthalmology (USA) (編集委員)， Journal of Glaucoma (USA) (編
集委員)，  Journal of Ocular Pharmacology and Therapeutics (USA) (編集委員)， 
Ophthalmic Surgery and Lasers (USA) (編集委員)， Current Opinion in Ophthalmology 
(USA) (編集委員)， Japanese Journal of Ophthalmology (Japan) (編集委員)， International 
Ophthalomology (Holand) (編集委員)， New Trends in Ophthalmology (Italy) (編集委員) 
  
(耳鼻咽喉科学講座) 
教 授 宮田英雄： Equilibrium Research (編集委員)， Auris・Nasus・Larynx (Tokyo) 
(editorial board) 
  
(皮膚科学講座) 
教 授 北島康雄： Archives of Dermatol (USA) (国際編集委員)， Epithelial Cell Biology 
(UK) (編集委員)， Journal of Dermatol Sci (Japan) (副編集者)． 助教授 前田 学： 日



本医真菌学会 (編集委員) 
  
(泌尿器科学講座) 
教 授 河田幸道： Canadian J Infect Dis (International Editorial Board)， Int J Urol 
(Editorial Board)， 泌尿器科紀要 (Editorial Board)， 泌尿器外科 (Editorial Board)， 
Urological Nursing (編集同人)． 助教授 坂 義人： 日本化学療法学会雑誌 (編集委員)． 
講 師 栗山 学： 泌尿紀要 (編集委員)， Urology (Editorial Board)， Urological 
Oncology (Editorial Board) 
  
(神経精神医学講座) 
名誉教授 若林愼一郎： 日本発達障害学会機関紙 ｢発達障害研究｣ (編集協力委員)． 講 
師 高岡 健：日本精神神経学会 (卒後教育検討委員会委員， 継続中)， 日本児童青年精
神医学会 (子供の人権に関する委員会委員， 継続中)， 日本総合病院精神医学会 (在り方・
渉外委員会委員)， 日本児童青年精神医学会 (医療費問題委員会委員)． 助 手 鬼頭有代： 
日本総合病院精神医学会 (渉外委員) 
  
(小児科学講座) 
教 授 近藤直実： Acta Pediatrica Japonica (編集委員， 1996－)， アレルギーの領域 
(編集顧問， 1996－) 
 
(放射線医学講座) 
教 授 星 博昭： 日本アイソトープ協会 (企画専門委員会委員)， 日本アイソトープ協
会 (全国核医学診療実態調査専門委員会委員)． 名誉教授 土井偉誉： 日本消化器集団検
診学会 (研修委員会委員長・全国集計委員会副委員長・付置研究会あり方委員会委員)， 胃
癌研究会 (規約委員会委員)． 講 師 松井英介： 日本気管支学会 (編集委員会委員)， 
日本肺癌学会 (気管支鏡所見分類委員会)． 助教授 今枝孟義： 日本核医学会 (専門医認
定委員会委員)． 助教授 後藤裕夫： 日本消化器集団検診学会 (認定委員会委員) 
  
(麻酔・蘇生学講座) 
教 授 土肥修司： Journal of Anesthsesia (日本麻酔学会誌) (Editor) 
  
(臨床検査医学講座) 
教 授 野間昭夫： 臨床病理 (編集査読委員)， 動脈硬化 (編集査読委員)， Journal of 
Atherosclerosis and Thrombosis (編集査読委員)， 臨床化学 (編集査読委員)． 助 手 斉
藤邦明： Brain Research (査読委員)， Journal of Histochemistry and Cytochemistry (査読
委員) 



 
 
 
(口腔外科学講座) 
講 師 半田祐二朗： Hospital Dentistry 及 Oral- Maxillofacial Surgery (編集幹事， 
1996) 
  
(反射研究施設) 
教 授 松波謙一： 日本生理学雑誌 (編集委員)， 日本宇宙生物学会 (データベース委員)． 
講師 佐竹裕孝：日本宇宙航空環境医学会 (編集委員) 
  
(薬剤部) 
教 授 片桐義博： TDM 研究 (編集委員) 



学会の主催(国内･国外) 

  
(解剖学第二講座) 
日本解剖学会第 54 回中部地方会 (1994 年 10 月 15－16 日, 岐阜大学医学部, 伊藤和夫) 
  
(生化学講座) 
教 授 野澤義則： 第 2 回日本生化学会春季シンポジウム (1996 年 5 月 18 日, 名古屋
国際会議場, 日本生化学会)， 第 38 回日本脂質生化学研究会研究集会 (1996 年 6 月 20－
21 日, 岐阜未来会館， 日本脂質生化学研究会) 
  
(病理学第一講座) 
日本臨床細胞学会東海連合会第 12 回総会 (1993 年 3 月 6 日， 岐阜， 田中卓二) 
  
(微生物学講座) 
3rd Joint China and Japan Joint Symposium of Molecular Microbiology (1994 年， Beijing, 
China)， 第 2 回日本微生物資源学会総会 (1995 年 6 月 22－23 日， 岐阜 未来会館)， 
第 11 回病原細菌研究会 (1993 年 7 月 27－30 日， 岐阜大学医学部内)， 第 12 回病原細
菌研究会 (1994 年 7 月 26－29 日， 岐阜大学医学部内)， 第 13 回病原細菌研究会 (1995
年 7 月 11－14 日， 岐阜大学医学部内)， 第 13 回日本細菌学会技術講習会 (1994 年 8 月
23－26 日岐阜大学医学部内) 
  
(衛生学講座) 
第 36 回東海学校保健学会総会 (1993 年 10 月 2 日， 岐阜大学医学部， 岩田弘敏)， 平成 
5 年度日本産業衛生学会東海地方会学会 (1993 年 11 月 27 日， 岐阜大学医学部， 岩田弘
敏) 
  
(内科学第一講座) 
第 45 回日本ビタミン学会大会 (1993 年， 岐阜)， 第 49 回日本栄養， 食糧学会大会 (1995
年， 岐阜)， Retinoid SymposiumⅣ (1993 年， 岐阜) 
  
(内科学第二講座) 
第 97 回日本循環器学会東海地方会 (1995 年 6 月 17 日－ 6 月 18 日， 岐阜大学医学部， 
藤原久義) 
  
(内科学第三講座) 



第 47 回日本糖尿病学会中部地方会 (1993 年 3 月 13 日， 岐阜市市町村会館， 会長：三
浦 清)， 第 51 回日本糖尿病学会中部地方会 (1995 年 3 月 11 日， 岐阜大学医学部付属
病院外来棟 4 階講堂， 会長：安田圭吾) 
  
(外科学第一講座) 
日本心臓移植研究会 (1994， 岐阜) 
  
(外科学第二講座) 
第 8 回日本 BRM 学会学術集会総会 (1995 年 11 月 30 日－12 月 1 日， 長良川国際会議
場， 佐治重豊)， 第 29 回日本小児外科学会東海地方会 (1995 年 12 月 9 日， エ－ザイ株
式会社名古屋支店， 佐治重豊) 
  
(産婦人科学講座) 
第 13 回日本思春期学会総会・学術集会 (1994 年 8 月 25 日－27 日， 岐阜市民会館， 会
長：玉舎輝彦) 
  
(整形外科学講座) 
中部日本整形外科災害外科学会 (1993 年)， 日本股関節学会 (1994 年)， 日本骨・関節感
染症研究会 (1994 年)， 日本小児整形外科学会 (1995 年)， 東海関節外科研究会 (1994 年
11 月 14 日， 名古屋， 当番幹事 糸数万正) 
  
(眼科学講座) 
第 7 回日本レーザー医学会東海地方会 (1993 年 7 月 3 日， 名古屋， 岐阜大学眼科学教
室 北澤克明)， 第 13 回日本眼薬理学会 (1993 年 9 月 4 日－ 5 日， 岐阜， 岐阜大学
眼科学教室 北澤克明)， 第 4 回国際緑内障シンポジウム (1993 年 9 月 25 日－26 日， 
京都， 岐阜大学眼科学教室 北澤克明)， 第 378 回東海眼科学会 (1994 年 6 月 12 日， 
岐阜， 岐阜大学眼科学教室 北澤克明)， 第 19 回手術学会総会 (1996 年 1 月 25 日－28
日， 岐阜， 岐阜大学眼科学教室 北澤克明) 
  
(耳鼻咽喉科学講座) 
第 9 回耳鼻咽喉科情報処理研究会 (1993 年 3 月 13 日， 岐阜大学医学部講堂， 担当：岐
阜大学医学部耳鼻咽喉科学教室 宮田英雄)， 第 73 回日本耳鼻咽喉科学会東海地方部会連
合講演会 (1993 年 6 月 13 日， 岐阜大学医学部講堂， 担当：岐阜大学医学部耳鼻咽喉科
学教室)， 第 10 回日本平衡神経科学会医師講習会 (1993 年 8 月 5 日－ 7 日， エーザイ
(株）川島工園， 担当：岐阜大学医学部耳鼻咽喉科学教室 宮田英雄)， 第 80 回日本耳鼻
咽喉科学会東海地方部会連合講演会 (1995 年 3 月 19 日， 岐阜大学医学部講堂， 担当：



岐阜大学医学部耳鼻咽喉科学教室)， 第 5 回耳鼻咽喉科リハビリテーショ医学研究会 
(1996 年 4 月 13 日， 第一製薬(株）東京本社， 担当：岐阜大学医学部耳鼻咽喉学教室 宮
田英雄) 
  
(皮膚科学講座) 
第 92 回日本皮膚科学会総会 (1993 年 4 月 9 日－11 日， 岐阜グランドホテル， 森 俊
二)， 第 187 回日本皮膚科学会東海地方会 (1994 年 3 月 20 日， 岐阜グランドホテル， 
森 俊二)， 第 9 回表皮細胞研究会 (1995 年 8 月 31 日－ 9 月 1 日， 岐阜グランドホ
テル， 北島康雄)， 東海地区 (愛知・岐阜・三重) 合同皮膚科医会 (1996 年 1 月 28 日， 
長良川ホテル， 北島康雄)， 第 18 回水疱症研究会 (1996 年 10 月 18 日－19 日， 彦根プ
リンスホテル， 北島康雄) 
  
(泌尿器科学講座) 
第 185 回日本泌尿器科学会東海地方会 (1994 年 9 月 24 日， 河田幸道)， 第 5 回 Bayer 
Symposium on UTI (1995 年 8 月 25 日， 河田幸道)， 第 192 回日本泌尿器科学会東海地
方会 (1996 年 5 月 25 日， 岐阜大学医学部講堂， 河田幸道) 
  
(神経精神医学講座) 
第 145 回東海精神神経学会 (1994 年 7 月 2 日， 岐阜大学， 小出浩之会長) 
  
(小児科学講座) 
第 187 回日本小児科学会東海地方会 (1993 年， 折居忠夫)， 第 26 回日本結合組織学会 
(1994 年， 折居忠夫)， 第 24 回日本小児科学会セミナー (1994 年， 折居忠夫)， 第 98 回
日本小児科学会学術集会 (1995 年， 折居忠夫)， 第 193 回日本小児科学会東海地方会 
(1995 年， 近藤直実)， 第 26 回臨床アレルギー講習会 (1996 年， 近藤直実) 
  
(放射線医学講座) 
第 1 回中部地区胸部内視鏡懇談会 (1995 年 7 月 22 日， 名古屋， 松井英介)， 日本核医
学会第 42 回中部地方会 (1996 年 2 月 10 日， 岐阜， 今枝孟義)， 第 19 回中部 IVR 研
究会 (1996 年 2 月 10 日， 岐阜， 山脇義晴)， 日本医学放射線学会第 119 回中部地方会 
(1996 年 2 月 11 日， 岐阜， 今枝孟義) 
  
(麻酔・蘇生学講座) 
第 83 回日本麻酔学会東海地方会総会 (1993 年 2 月 13 日， 岐阜大学医学部講堂， 岐阜
大学医学部麻酔・蘇生学教室)， 第 3 回日本集中治療医学会東海北陸地方会 (1995 年 9 月 
2 日， 未来会館 (県民文化ホール)， 岐阜大学医学部麻酔・蘇生学教室， 同付属病院救急



部・集中治療部) 
(臨床検査医学講座) 
第 34 回日本臨床病理学会東海・北陸支部総会 (1995 年 3 月 5 日， 岐阜大学， 野間昭
夫)， 第 35 回日本臨床化学会年会 (1995 年 10 月 5 日－ 6 日， 長良川国際会議場， 野
間昭夫)， 中部脂質代謝研究会， 1996 年 3 月 1 日， 名古屋， 野間昭夫) 
  
(嫌気性菌実験施設) 
第 23 回嫌気性菌検査技術講習会 (1993，年 8 月 2 日－ 7 日， 岐阜， 渡辺邦友)， サ
テライト国際シンポジウム (1993 年 8 月 8 日， 岐阜市， 渡辺邦友)， 第 7 回臨床微生
物迅速診断研究会総会 (1994 年 5 月 14 日， 松山市， 渡辺邦友)， 第 24 回嫌気性菌検査
技術講習会 (1994 年 8 月 1 日－ 6 日， 岐阜市， 渡辺邦友)， 第 25 回嫌気性菌検査技
術講習会 (1995 年 7 月 31 日－ 8 月 5 日， 岐阜市， 渡辺邦友)， 第 25 回嫌気性菌検
査技術講習会 (1996 年 7 月 29 日－ 8 月 3 日， 岐阜市， 渡辺邦友) 
 
(輸血部) 
第 25 回全国国立大学附属病院輸血部会議 (1993 年 11 月 5 日， 当番校) 



５ 学術賞等の受賞状況 

  
桑田一夫： 岐阜医学奨励賞 (Off-resonance rotating-frame nuclear Overhauser effect 
spectroscopy 1995 年) 
  
森 秀樹： 高松宮妃癌研究助成受領 (大腸発癌予防物質の早期検出と大腸発癌プログレッ
ションの抑制に関する研究 1995 年) 
  
井奈波良一： 第 6 回日本産業衛生学会奨励賞 (1994 年) 
  
伊藤 亮：  第 2 回金原一郎記念基礎医学医療財団研究助成；平成 2 年度持田記念医学
薬学振興財団研究助成；第 20 回大山健康財団研究助成；平成 7 年度上原記念生命科学財
団研究助成；第 22 回日産科学振興財団研究助成 
  
村上啓雄： 平成 5 年度日本消化器病学会学術奨励賞 (1993 年) 
  
安藤量基： 岐阜医学研究奨励賞 (1993 年) 
  
武藤泰敏： 三井生命厚生事業団成人病研究助成 (1994 年)；第 2 回 ｢疾病予防における
抗酸化ビタミンと β カロチン｣ 国際会議優秀賞 (1994 年)；三井生命厚生事業団成人病研
究助成 (1994 年) 
  
杉原潤一： 公益基金加藤記念難病研究助成基金研究助成 (1994 年)；公益基金加藤記念難
病研究助成基金研究助成 (1994 年) 
  
葛西哲宏： 平成 6 年度日本肝臓学会研究奨励賞 (1994 年) 
  
永木正仁： 第 10 回世界消化器病学会 Young Investigators Award (1994 年)；岐阜医学研
究奨励賞 (1996 年)；ウィルス肝炎研究財団研究奨励賞 (1993 年) 
  
鷹津久登： 第 33 回日本核医学会賞 (1995 年 10 月 5 日)；The best paper of the year (J 
Nucl Cardiol 1995 年) 
  
K. Auma, H. Hirose, K. Matsumoto, S. Fuwa,Y. Mori, S. Murakawa, H. Arakawa and M. 
Ishikawa: Screening of patients with ischemic heart disease by transesophagealatrial pacing 



and the selection of surgical therapy: in patients with arteriosclerosis obliterans and aortic 
aneurysm. J Cardiovasc Surg 36, 61-69 (1995 年) 
  
佐々木栄作： AKZO Nobel Award for Young Scientists (the 10th World Congress of the 
International Society for Artificial Organs 1996 年) 
  
今井篤志： 日本内分泌学会研究奨励賞 (生殖器腫瘍におけるゴナドトロピン放出因子 
(Gn-RH) 受容体の発現と受容・応答機構 1995 年)；日本婦人科悪性腫瘍化学療法学会研
究賞 (子宮内膜癌由来増殖抑制因子のクローニングと情報伝達機構 1995 年) 
  
郭 泰彦： 日本脳神経外科学会賞・渡辺賞 (Superselective intra-arterial infusion of 
papaverine for the treatment of cerebral vasospasm after subarachnoid hemorrhage 1993 年) 
  
山本哲也： 須田賞 (1994 年) 
  
杉山和久： 須田賞 (1996 年) 
Mohammad S.R. Haque： (財）白内障研究所助成金 (1993 年) 
  
杉山和久： 公益信託三島済一記念眼科研究国際交流基金 (1993 年) 
  
i 尺 啓民： 公益信託三島済一記念眼科研究国際交流基金 (1993 年) 
  
中村好克： 平成 7 年度岐阜医学奨励賞 (Ceramide inhibits IgE-mediated activation of 
phospholipase D, but not of phospholipase C, in rat basophilic leukemia (RBL-2H3) cells.) 
  
青木光広： 平成 7 年度日本平衡神経科学会賞 (視性訓練による視性平衡機能向上の研究 
(1) 視運動性眼振の訓練効果の検討． 視性訓練による視性平衡機能向上の研究 (2) NMDA 
受容体の役割) 
  
折居忠夫： 小野医学研究財団助成金 (1993 年) 
  
鈴木康之： 興和生命科学振興財団研究助成 (1993 年)；中山科学振興財団国際交流助成金 
(1993 年)；岐阜医学奨励賞 (1995 年)；日本小児神経学会長島賞 (1995 年)；日本先天代謝
異常学会奨励賞 (1996 年) 
  
下澤伸行： 上原記念生命科学財団研究奨励金 (1993 年)；森永奉仕会研究奨励金 (1993



年)；病態代謝研究会研究奨励金 (1993)；日本人類遺伝学会奨励賞 (1993 年)；岐阜医学奨
励賞 (1993 年) 
  
戸松俊治： 日本先天代謝異常学会 IBM 奨励賞 (1994 年)；日本人類遺伝学会奨励賞 
(1995 年) 
  
深尾敏幸： 日本先天代謝異常学会 IBM 奨励賞 (1993 年)；中山科学振興財団国際交流助
成金 (1994 年)；上原記念生命科学財団研究奨励金 (1995)；内藤記念生命科学財団研究奨
励金 (1995 年) 
  
福田誠司： 日本先天代謝異常学会 IBM 奨励賞 (1995 年) 
  
土井偉誉： 労働大臣表彰・功績賞 (1994 年)， 岐阜新聞大賞・学術賞 (1995 年) 
  
下川邦泰： 第 1 回白壁賞 (術前診断できた早期回腸癌の 1 例 1995 年) 
  
清島 満： 日本臨床病理学術奨励賞 (アポ A－Ⅳの生理的機能に関する研究 1993 年) 
  
安岡 忠： 第 37 回日本口腔科学会中部地方会奨励研究賞 (骨副甲状腺ホルモンレセプタ
ーの性状に関する研究：産卵鶏と休産鶏における差異について 1994 年) 
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